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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
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■
４
６
６
人
が
出
席

平
成
25
年
度
の
年
次
晩
餐
会
が
、
12

月
７
日
、
東
京
・
品
川
の
品
川
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
お
忙
し
い
公
務
の
な
か
皇

太
子
さ
ま
が
出
席
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
４
６
６
人
の
会
員
が
集
い
、

歓
談
し
た
。
参
加
者
は
昨
年
と
比
べ
40

人
近
く
増
加
し
た
。
新
入
会
員
は
２
１

３
人
と
、
２
年
連
続
し
て
２
０
０
人
を

超
え
た
。
講
演
会
で
は
、
日
本
人
で
初

め
て
８
０
０
０
㍍
峰
14
座
を
完
全
登
頂

し
た
竹
内
洋
岳
さ
ん
ら
が
講
演
し
た
。

■
会
長
挨
拶

会
場
に
は
52
の
テ
ー
ブ
ル
が
並
ん
だ
。

い
つ
も
の
よ
う
に「
富
士
山
」、「
北
岳
」

な
ど
の
山
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
森
武
昭

会
長
は
、
今
年
６
月
に
会
長
に
就
任
し
、

初
め
て
の
晩
餐
会
を
迎
え
た
。
皇
太
子

さ
ま
の
ご
出
席
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
次

の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

一
・
会
員
増
強
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
課

題
だ
。Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
が
成
果

を
発
揮
し
つ
つ
あ
り
、
支
部
は
７
月
に

群
馬
支
部
が
創
立
さ
れ
32
と
な
っ
た
。

２
年
後
に
会
の
創
立
１
１
０
周
年
を
迎

え
る
。
記
念
の
海
外
登
山
を
、
ピ
オ
レ

ド
ー
ル
を
狙
え
る
登
山
、
学
術
調
査
登

山
な
ど
を
実
施
し
た
い
。

一
・「
山
の
日
」制
定
に
向
け
て
進
展
が

あ
っ
た
。
流
れ
は
２
つ
。
国
会
議
員
連

盟
が
８
月
11
日
を
「
山
の
日
」
と
定
め
、

国
民
の
祝
日
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

通
常
国
会
に
議
員
提
案
と
し
て
法
案
を

上
程
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
協
議
会
が

発
足
し
た
。
山
岳
５
団
体
だ
け
で
な
く

政
財
界
も
一
緒
に
な
っ
て
組
織
し
た
。

会
員
を
募
り
募
金
活
動
を
行
な
う
。
協

力
し
て
ほ
し
い
。

■
新
永
年
会
員
は
46
人

物
故
会
員
に
対
し
黙
祷
し
た
。
昨
年
の

晩
餐
会
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
は

66
人
。
名
誉
会
員
の
史
占
春
さ
ん
、
朝

比
奈
英
三
さ
ん
、
室
賀
輝
男
さ
ん
、
孫
慶

錫
さ
ん
、ま
た
資
料
映
像
委
員
会
の
生
き

字
引
だ
っ
た
羽
田
栄
治
さ
ん
、
岩
登
り
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
関
西
支
部
長
を
務
め
ら

れ
た
阿
部
和
行
さ
ん
、会
の
女
性
登
山
普

及
に
貢
献
さ
れ
た
早
川
瑠
璃
子
さ
ん
ら

が
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
永
年
会
員
は
46
人
。
１
９
６

３
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
に
入
会

し
、
以
降
継
続
し
て
50
年
間
、
活
躍
さ

れ
た
会
員
お
よ
び
復
活
会
員
。
27
人
が

出
席
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会

員
席
に
出
向
き
会
員
章
を
手
渡
し
た
。

入
会
さ
れ
た
年
の
１
月
に
は
、
薬
師
岳

で
愛
知
大
生
が
大
量
遭
難
し
た
。
６
月

皇太子さまをお迎えして恒例の鏡開き
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平
成
25
年
度
年
次
晩
餐
会
開
く

２
０
０
人
超
え
る
新
人
迎
え
賑
や
か
に
懇
談
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に
黒
四
ダ
ム
が
完
成
。
11
月
に
ケ
ネ
デ

ィ
米
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
た
。
三
井
三

池
炭
鉱
で
戦
後
最
大
の
炭
鉱
事
故
が
あ

っ
た
。
激
動
の
時
代
だ
っ
た
。
高
度
経

済
成
長
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
。

新
永
年
会
員（
会
員
番
号
順
）

筑
木
力
、
木
村
俊
博
、
小
須
田
喜
夫
、

中
里
巌
、
池
元
善
秋
、
高
遠
宏
、
田
中

元
、
鈴
木
恭
一
郎
、
安
藤
久
男
、
宮
下

秀
樹
、
大
川
豊
、
本
間
宏
之
、
佐
野
孝
、

白
井
久
夫
、
羽
賀
育
子
、
安
間
荘
、
山

田
圭
一
、
小
林
孝
次
、
塚
崎
義
人
、
浅

見
守
、
南
雲
克
良
、
高
木
泰
夫
、
大
山

孝
一
、
麻
生
国
雄
、
鈴
木
昭
、
村
田
進
、

岩
間
弘
雄
、
石
原
達
夫
、
清
水
日
出
勇
、

小
澤
武
麿
、
渡
辺
文
明
、
菰
田
快
、
大

田
邦
介
、
野
田
耕
一
郎
、
中
川
武
、
大

倉
昌
身
、
清
水
芳
美
、
山
寺
義
雄
、
添

田
啓
一
、本
田
卯
太
郎
、小
野
貴
司
、米

川
正
利
、
小
野
健
、
向
後
元
彦
、
小
野

龍
彌
、
早
川
滉

新
永
年
会
員
を
代
表
し
、
高
遠
会
員

が
挨
拶
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
『
山

岳
』の
編
集
、ま
た
常
務
理
事
な
ど
を
歴

任
さ
れ
た
。「
当
時
は
、山
岳
会
が
で
き

た
ば
か
り
の
初
期
の
会
員
が
健
在
で
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

ル
ー
ム
の
移
転
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た

が
、み
ん
な
の
協
力
で
乗
り
切
っ
た
」な

ど
と
振
り
返
っ
た
。

■
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

第
15
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
、
学

術
分
野
か
ら
１
件
、
登
山
分
野
か
ら
１

件
の
計
２
件
。
学
術
分
野
は
、
飯
田
肇

会
員
と
福
井
幸
太
郎
さ
ん
の
共
同
の
業

績
で
「
立
山
連
峰
に
お
け
る
越
年
性
雪

渓
研
究
お
よ
び
日
本
初
の
現
存
氷
河
の

発
見
」だ
。
登
山
分
野
か
ら
は
竹
内
洋

岳
さ
ん
が
「
日
本
人
初
８
０
０
０
㍍
峰

14
座
完
全
登
頂
」で
受
賞
し
た
。

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。
飯
田
会
員

は「
氷
河
と
い
う
の
は
、な
ん
と
ロ
マ
ン

の
あ
る
言
葉
だ
ろ
う
。
12
代
会
長
の
今

西
錦
司
先
生
が
剱
沢
で
、
雪
が
氷
に
な

っ
た
氷
体
を
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
研
究
が
進
展
し
た
。

も
し
か
す
る
と
、
あ
と
少
し
増
え
る
か

も
し
れ
な
い
」と
、
語
っ
た
。

竹
内
さ
ん
は
「
皇
太
子
殿
下
の
ご
臨

席
の
も
と
、秩
父
宮
殿
下
の
名
を
冠
し

た
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
緊
張
し
て

い
る
。賞
は
、山
の
先
輩
か
ら
登
山
と
い

う
歴
史
と
文
化
を
引
き
継
い
だ
も
の
と

思
っ
て
い
る
。と
ど
め
る
こ
と
な
く
発

展
さ
せ
、次
の
世
代
に
引
き
渡
し
て
い

く
よ
う
努
力
し
た
い
」な
ど
と
語
っ
た
。

■
新
入
会
員
は
２
１
３
人

続
い
て
新
入
会
員
の
紹
介
。
今
年
は
２

１
３
人
が
新
し
く
会
員
に
加
わ
っ
た
。
昨

年
に
続
き
２
０
０
人
を
超
え
る
新
入
会

員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
う
ち
33
人

が
出
席
。代
表
し
て
冨
重
友
佑
会
員
が
挨

拶
し
た
。
27
歳
。「
両
親
の
影
響
で
山
登

り
を
始
め
た
。
こ
れ
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
え
や
生
き
方
を
学
ん
だ
。山
は
素
晴

ら
し
く
、
人
生
そ
の
も
の
だ
と
思
う
。
伝

統
と
格
式
の
あ
る
日
本
山
岳
会
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
山
と
自
然
を
探
求

し
、
山
の
素
晴
ら
し
さ
と
感
動
を
、
と
も

に
あ
じ
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
入
会
の
喜
び

を
語
り
、
大
き
な
拍
手
を
誘
っ
た
。

恒
例
の
鏡
開
き
は
皇
太
子
さ
ま
、
森

会
長
の
ほ
か
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を

受
賞
し
た
飯
田
会
員
、福
井
さ
ん
、竹
内

さ
ん
、そ
し
て「
全
国『
山
の
日
』制
定
協

議
会
」
会
長
を
務
め
る
谷
垣
禎
一
会
員

の
６
人
で
行
な
っ
た
。
お
酒
は
故
今
西

壽
雄
名
誉
会
員
の
芳
子
夫
人
か
ら
寄
贈

の
あ
っ
た「
四
海
王
」。
田
邊
壽
会
員
の

音
頭
で
乾
杯
し
、
会
食
が
始
ま
っ
た
。

■
全
国
32
支
部
を
紹
介

全
国
支
部
か
ら
多
く
の
会
員
を
迎
え

た
。
会
食
を
は
さ
ん
で
32
支
部
の
活
動

が
、
北
か
ら
南
へ
と
紹
介
さ
れ
た
。
参

加
者
は
紹
介
さ
れ
る
た
び
に
立
ち
上
が

り
手
を
振
っ
た
。
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

北
海
道
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
分
水
嶺
の

踏
査
を
実
施
中
、
今
年
、
知
床
岬
に
到

達
し
た
。
青
森
は
、
10
月
に
創
立
20
周

年
を
迎
え
支
部
発
祥
の
地
・
む
つ
市
で

盛
大
な
式
典
を
開
催
。
埼
玉
は
、
来
年
、

全
国
支
部
懇
談
会
を
主
管
、
両
神
山
に

登
る
。
千
葉
の
房
総
半
島
分
水
嶺
踏
査

が
終
了
し
た
。
越
後
の
高
頭
祭
は
１
０

０
人
を
超
え
る
盛
会
だ
っ
た
。
信
濃
の

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
67
回
を
数
え
た
。

静
岡
は
29
回
の
全
国
支
部
懇
談
会
を

実
施
し
た
。
関
西
は
７
０
０
㌔
に
及
ぶ

府
県
分
境
嶺
を
踏
査
し
２
０
０
㌔
を
終

え
た
。
広
島
は
念
願
か
な
っ
て
支
部
ル

ー
ム
が
本
格
稼
働
。
四
国
は
第
1
回
小

島
烏
水
祭
を
実
施
。
北
九
州
も
５
月
に

支
部
ル
ー
ム
を
開
設
し
た
。

■
皇
太
子
さ
ま
の
写
真
を
飾
る

本
年
も
図
書
委
員
会
主
催
の
図
書
交

換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
過
去
最
高
の
７

０
０
点
の
山
岳
書
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ

姿
は
圧
巻
で
、
そ
の
ま
ま
山
の
本
の
歴

史
を
た
ど
る
よ
う
だ
っ
た
。

本
を
選
ぶ
参
加
者
の
眼
も
真
剣
そ
の

も
の
で
、
や
は
り
人
気
本
に
は
申
込
み

が
殺
到
し
た
。
参
加
者
の
熱
気
が
伝
わ

っ
た
か
の
よ
う
に
、
今
年
も
90
㌫
の
本

が
、
新
し
い
読
者
の
手
元
で
甦
る
こ
と
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が
で
き
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。

同
じ
く
図
書
委
員
会
主
催
の
、
稀
覯

本
『
シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
・
ア
ト
ラ

ス
』の
展
示
が
多
く
の
目
を
引
い
た
。ド

イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
の
名
門
シ
ュ
ラ
ギ

ン
ト
ワ
イ
ト
家
の
３
兄
弟
が
、
１
８
５

４
年
か
ら
58
年
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
地
を
調
査
し
た
報
告
書

が
『
イ
ン
ド
お
よ
び
高
地
ア
ジ
ア
学
術

調
査
報
告
書
』、
そ
の
別
巻
が『
ア
ト
ラ

ス（
図
版
集
）』で
あ
る
。

写
真
展
・
図
書
交
換
会
会
場
の
入
口

に
皇
太
子
さ
ま
の
写
真「
黎
明
の
富
士
」

が
飾
ら
れ
た
。
北
岳
山
頂
か
ら
の
富
士

を
望
ん
だ
作
品
だ
。
35
㍉
フ
ィ
ル
ム
で

撮
影
さ
れ
た
と
い
う
。
デ
ジ
タ
ル
処
理

し
全
倍
の
大
き
さ
に
引
き
伸
ば
し
た
。

ま
さ
に
明
け
よ
う
と
す
る
東
の
空
に
富

士
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。

■
懇
親
山
行
は
平
塚
・
湘
南
平
で

翌
日
の
懇
親
山
行
は
集
会
委
員
会
が

主
催
し
平
塚
市
の
湘
南
平
で
行
な
っ
た
。

曇
り
が
ち
で
少
し
肌
寒
か
っ
た
が
、
ハ

イ
キ
ン
グ
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
日
本

山
岳
会
設
立
に
貢
献
し
た
岡
野
金
次
郎

の
レ
リ
ー
フ
の
前
で
、
会
の
歴
史
を
学

び
先
輩
た
ち
の
活
動
に
思
い
を
馳
せ
た
。

森
会
長
ら
総
勢
70
人
が
参
加
し
た
。

（
写
真
・
澤
村
貴
和
、
文
・
髙
橋
重
之
、

三
好
ま
き
子
）

全
国
支
部
長
会
議
開
く

会
員
増
強
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
図
る

晩
餐
会
に
先
立
ち
、
午
前
10
時
30
分

か
ら
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
平
成
25

年
度
第
２
回
支
部
長
会
議
を
開
い
た
。

会
議
に
は
全
国
31
支
部
の
支
部
長
、
執

行
部
か
ら
は
森
会
長
を
は
じ
め
節
田
重

節
、
黒
川
惠
、
古
野
淳
副
会
長
ら
が
出

席
し
た
。森
会
長
は「
会
の
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題

は
若
手
会
員
増
強
と
次
期
リ
ー
ダ
ー
育

成
で
あ
る
。
支
部
に
つ
い
て
は
、
活
動

内
容
の
充
実
に
重
点
を
置
き
た
い
」
な

ど
と
挨
拶
。
あ
ら
か
じ
め
依
頼
し
て
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
会
員
増
強
な

ど
に
向
け
て
の
具
体
策
を
話
し
合
っ
た
。

■
会
務
報
告

◦
１
１
０
周
年
記
念
事
業　

記
念
事
業

実
行
委
員
会(

委
員
長
・
尾
上
昇
前
会

長)

か
ら
第
１
次
答
申
を
い
た
だ
い
た
。

海
外
登
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で

の
登
山
を
実
施
し
た
い
。「
日
本
三
百

名
山
登
山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
沿
っ
て

歩
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

◦
日
本
山
岳
協
会
・
東
京
都
山
岳
連
盟

と
の
新
た
な
関
係　

公
益
法
人
化
に
伴

っ
て
、
改
め
て
日
本
山
岳
協
会
か
ら
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
日
山
協
へ
の
加
入
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。
評
議
員
懇

談
会
、
理
事
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検

討
し
た
結
果
、
加
盟
で
な
く
連
携
強
化

し
て
共
通
課
題
に
取
組
む
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
都
岳
連
か
ら
退
会
す
る
。

各
支
部
と
岳
連
の
関
係
は
疎
密
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◦
税
額
控
除
制
度　

10
月
15
日
付
で
税

額
控
除
適
用
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
の
寄
付
に
つ
い

て
、
所
得
控
除
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
税
額
控
除
の
適
用
可
能
と
な
る
。

◦
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

登
山
者

が
増
え
て
お
り
、
受
け
入
れ
組
織
と
な

っ
て
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
40
歳
未

満
が
参
加
。
国
立
登
山
研
修
所
前
進
基

地
を
年
２
回
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
意
見
交
換

会
務
報
告
に
続
い
て
支
部
活
性
化
報

告
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
意
見
交
換
が

あ
っ
た
。
会
員
増
強
と
若
手
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
絞
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

北
海
道
支
部
か
ら
は
、
次
期
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。２
０
０
７

年
の
雪
崩
事
故
を
契
機
に
道
内
３
カ
所

で
雪
崩
講
習
会
を
実
施
。こ
れ
を
機
に
岳

連
と
の
関
係
も
安
全
登
山
等
で
連
携
強

化
し
た
。
東
京
多
摩
支
部
は
都
県
分
境

嶺
踏
査
を
実
施
し
、
一
般
参
加
者
か
ら
11

人
が
入
会
し
た
。
初
心
者
・
初
級
登
山
教

室
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。
東
海
支
部
は
、

会
員
以
外
に
支
部
友
50
、
東
海
ユ
ー
ス
ク

ラ
ブ
25
、東
海
学
連
（
15
大
学
１
０
０

人
）、
猿
投
の
森
づ
く
り
会
員
１
０
０
人

と
、
延
べ
２
７
５
人
在
籍
し
、
正
会
員
と

合
わ
せ
６
０
６
人
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

関
西
支
部
は
、ゆ
る
や
か
山
行
、登
山

教
室
初
級
～
上
級
を
実
施
し
、
一
般
参

加
者
を
会
員
・
会
友
に
誘
導
し
て
い
る
。

広
島
支
部
の
会
員
１
６
３
人
の
50
㌫
は

中
国
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
出
身
者
だ
。

支
部
活
動
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

岐
阜
支
部
は
、
山
行
が
ツ
ア
ー
登
山

化
し
て
い
る
の
で
、
参
加
者
自
ら
計
画

を
立
て
、
責
任
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
擁
す

る
パ
ー
テ
ィ
形
式
を
取
り
入
れ
た
。
茨

城
支
部
は
溝
演
会
を
隔
月
で
実
施
し
て

い
る
。こ
の
結
果
、会
員
は
21
人
で
発
足

し
36
人
に
な
っ
た
。
50
人
が
目
標
。

こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
て
、
執
行
部

か
ら
「
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
一
般
の

人
を
巻
き
込
む
活
動
に
は
教
室
開
設
が

有
効
か
と
思
う
。
こ
う
し
た
企
画
を
推

進
す
る
た
め
の
装
備
、
旅
費
等
の
補
助

を
認
め
た
い
。
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
た
め
の
支
援
は
支
部
活
性

化
Ｐ
Ｔ
で
考
え
る
。
入
会
の
ネ
ッ
ク
と

な
る
入
会
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
」な
ど
と
語
っ
た
。
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９
～
10
月
に
行
な
わ
れ
た
青
山
学
院

大
学
山
岳
部
に
よ
る
ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
ー

東
峰（
ジ
ャ
ナ
ク
チ
ュ
リ
）の
登
山
に
つ

い
て
、
登
山
隊
隊
長
を
務
め
た
、
青
学

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
萩
原
浩
司
さ
ん

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
ー
は
、
ネ
パ
ー
ル
東

北
部
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
北
西

に
位
置
し
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と

の
国
境
に
そ
び
え
る
７
０
９
０
㍍
の
未

踏
峰
だ
。
２
０
０
０
年
か
ら
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
隊
が
試
登
と
敗
退
を
重
ね
た
末
、

06
年
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
ー
西
峰（
主
峰
）

は
登
頂
さ
れ
た
が
、
東
峰
は
未
踏
の
ま

ま
残
っ
て
い
た
。
青
学
隊
に
と
っ
て
は
、

10
年
以
来
２
度
目
の
ト
ラ
イ
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
Ｏ
Ｂ
が
３
人
、
現
役
部

員
が
３
人
の
合
計
６
人
。
カ
ト
マ
ン
ズ

か
ら
ネ
パ
ー
ル
東
部
に
あ
る
紅
茶
の
産

地
イ
ラ
ム
を
経
て
、
タ
プ
レ
ジ
ュ
ン
ま

で
車
で
移
動
。
そ
の
後
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

北
上
し
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
ー
の
姿
を
目

に
で
き
た
の
は
、
日
本
を
発
っ
て
19
日

目
の
こ
と
だ
っ
た
。
長
い
ア
プ
ロ
ー
チ

で
あ
り
、
そ
の
分
、
ト
レ
ッ
カ
ー
や
登

山
者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、
静
か
な

山
歩
き
と
な
っ
た
。
ブ
ロ
ー
ク
ン
氷
河

は
、
10
年
の
青
学
隊
以
来
、
誰
も
足
を

踏
み
入
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

10
年
は
、
南
西
壁
６
７
０
０
㍍
地
点

ま
で
ル
ー
ト
を
拓
い
た
が
、
雪
壁
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
不
安
定
で
、
行
く
手

を
阻
ま
れ
た
。
今
回
も
、
南
西
壁
右
端

の
ガ
リ
ー
か
ら
山
頂
を
目
指
し
た
。
Ｃ

２
以
上
は
、
急
峻
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
襞
の
あ

る
雪
壁
、
さ
ら
に
は
岩
壁
と
の
コ
ン
タ

ク
ト
ラ
イ
ン
を
ね
ら
っ
た
ミ
ッ
ク
ス
壁

と
な
っ
て
い
く
。
Ｃ
３
か
ら
山
頂
を
目

指
す
が
、
１
度
目
は
届
か
ず
、
翌
日
再

び
ア
タ
ッ
ク
し
、Ｏ
Ｂ
２
人
、現
役
部
員

４
年
生
の
３
人
が
登
頂
し
た
。

山
頂
ま
で
は
天
候
が
持
ち
こ
た
え
た

が
、
下
山
に
入
る
と
ガ
ス
が
た
ち
こ
め
、

一
変
し
た
。
な
ん
と
か
そ
の
日
の
う
ち

に
Ｃ
２
ま
で
下
山
し
た
が
、
Ｂ
Ｃ
帰
着

後
も
降
雪
は
続
き
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ

ン
は
、「
ま
る
で
雪
の
穂
高
稜
線
」と
い

っ
た
箇
所
も
あ
る
ほ
ど
、
大
変
な
も
の

と
な
っ
た
。

講
演
会
に
は
、
全
隊
員
が
参
加
。
サ

ミ
ッ
タ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
４
年
生
の

本
田
優
城
さ
ん
が
撮
影
編
集
し
た
シ
ョ

ー
ト
ム
ー
ビ
ー
も
上
映
さ
れ
た
。

飯
田
肇
さ
ん
は
、
１
９
８
２
年
か
ら

北
ア
ル
プ
ス
の
雪
渓
や
積
雪
の
調
査
を

続
け
て
お
り
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
今

回
の
現
存
氷
河
発
見
に
結
び
つ
い
た
立

山
連
峰
の
雪
渓
の
調
査
を
、
福
井
幸
太

郎
さ
ん
と
と
も
に
始
め
た
。

講
演
は
、氷
河
の
研
究
に
お
い
て
、日

本
山
岳
会
12
代
会
長
で
も
あ
る
今
西
錦

司
さ
ん
が
33
年
に
剱
沢
で
行
な
っ
た
研

究
が
先
駆
的
存
在
で
あ
る
こ
と
の
紹
介

か
ら
始
ま
っ
た
。
次
に
越
年
性
雪
渓
や

氷
河
の
定
義
づ
け
に
つ
い
て
。
越
年
性

雪
渓
は
、
積
雪
量
が
多
い
た
め
に
、
雪

渓
が
越
年
し
て
残
り
続
け
る
も
の
を
い

う
。
氷
河
は
、「
重
力
に
よ
っ
て
長
期
間

に
わ
た
り
連
続
し
て
流
動
す
る
雪
氷

体
」（
日
本
雪
氷
学
会
編
『
雪
と
氷
の
辞

典
』、
２
０
０
５
年
）と
定
義
さ
れ
、
厚

い
氷
体
を
持
ち
、
氷
体
が
流
動
し
て
い

る
こ
と
が
そ
の
条
件
と
な
る
。
さ
ら
に

は
、立
山
連
峰
が
世
界
的
に
見
て
も
、い

か
に
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
越
年
性
雪
渓

が
発
達
す
る
環
境
に
あ
る
の
か
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
越
年
性
雪
渓
の

な
か
に
、
氷
河
は
現
存
し
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
か
け
が
、
今
回

の
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
だ
。

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞〈
１
〉

立
山
連
峰
に
お
け
る
越
年
性
雪
渓
研
究
及
び

日
本
初
の
現
存
氷
河
の
発
見

飯
田
肇
、
福
井
幸
太
郎（
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
）

萩原登山隊長（左）と5人の隊員たち

飯田肇会員（左）と福井幸太郎さん

講
演
会

ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
ー
東
峰
初
登
頂
へ
の
道

青
山
学
院
大
学
山
岳
部
隊　

萩
原
浩
司
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講
演
の
後
半
で
は
、
今
回
日
本
初
の

現
存
す
る
氷
河
で
あ
る
と
学
術
的
に
認

め
ら
れ
た「
小
窓
氷
河
」「
三
ノ
窓
氷
河
」

「
御
前
沢
氷
河
」の
調
査
内
容
と
そ
れ
ぞ

れ
の
規
模
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。
調
査
は
、
北
方
稜
線
な
ど
一
般

ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
所
に
及
び
、
長
時

間
に
わ
た
っ
て
雪
渓
を
移
動
し
た
り
、

ク
レ
バ
ス
に
潜
っ
た
り
す
る
た
め
、
山

岳
ガ
イ
ド
の
協
力
の
も
と
行
な
わ
れ
て

い
る
。
剱
岳
に
あ
る
小
窓
雪
渓
と
三
ノ

窓
雪
渓
で
は
、
11
年
に
ア
イ
ス
レ
ー
ダ

ー
観
測（
氷
体
の
厚
み
を
観
測
）を
行
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、厚
さ
30
㍍
以
上
、長

さ
９
０
０
～
１
２
０
０
㍍
に
達
す
る
日

本
最
大
級
の
長
大
な
氷
体
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
高
精
度
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た

流
動
観
測
（
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
ポ
ー
ル

を
雪
渓
に
埋
め
込
み
、
ポ
ー
ル
の
頭
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
設
置
）で
は
、1
カ
月
間
に
最

大
30
㌢
以
上
の
比
較
的
大
き
な
流
動
が

観
測
さ
れ
た
。

立
山
東
面
に
あ
る
御
前
沢
雪
渓
で
は
、

09
年
に
ア
イ
ス
レ
ー
ダ
ー
観
測
を
行
な

い
、
雪
渓
下
部
に
厚
さ
27
㍍
、
長
さ
約

４
０
０
㍍
の
氷
体
を
確
認
。
流
動
観
測

で
は
、
１
カ
月
あ
た
り
10
㌢
以
下
の
流

動
が
認
め
ら
れ
た
。

両
氏
に
よ
る
と
、
剱
岳
・
立
山
連
峰

の
ほ
か
の
越
年
性
雪
渓
に
も
、
氷
河
が

現
存
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
お
り
、

特
に
内
蔵
助
雪
渓
や
池
ノ
谷
右
俣
な
ど

は
、
今
後
も
観
測
、
調
査
を
続
け
て
い

く
そ
う
だ
。

最
後
は
昨
年
５
月
に
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
に

登
頂
し
、
日
本
人
初
の
14
座
サ
ミ
ッ
タ

ー
と
な
っ
た
竹
内
洋
岳
さ
ん
。

「
以
前
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
は
登
山
家

と
呼
ば
れ
る
人
が
大
勢
い
た
で
し
ょ
う

が
、
最
近
は
見
な
く
な
っ
た
な
ぁ
と
思

い
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
話
し
か
け
で
始

ま
っ
た
。
プ
ロ
登
山
家
の
竹
内
さ
ん
は
、

自
身
を
天
然
記
念
物
ク
ニ
マ
ス
に
例
え
、

「
今
日
、
皆
さ
ん
の
前
に
、
こ
う
し
て
登

山
家
が
再
び
現
わ
れ
ま
し
た
が
、
も
し

ク
ニ
マ
ス
が
言
葉
を
話
せ
た
ら‥

﹃
な
か
な
か
生
き
延
び
る
の
が
大
変
で

し
た
﹄と
言
う
で
し
ょ
う
。私
も
大
変
で

し
た
」と
会
場
を
沸
か
せ
た
。

標
高
８
０
０
０
㍍
へ
と
向
か
う
生
物

は
、
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
と
イ
ン
ド
ガ
ン
と
人

間
し
か
い
な
い
。
鳥
た
ち
は
仕
方
な
く

８
０
０
０
㍍
を
越
え
て
い
く
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
た
ち
は
自
ら
の
意
思
で

８
０
０
０
㍍
峰
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い

く
。
そ
の
こ
と
は
ま
る
で
、
生
物
が
数

億
年
か
け
て
陸
に
上
が
っ
た
歴
史
を
再

現
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
、
と
竹
内
さ

ん
は
言
う
。
陸
に
上
が
る
と
苦
し
く
て

ま
た
す
ぐ
に
水
中
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、

も
う
一
度
陸
に
上
が
っ
て
み
る
。
少
し

ず
つ
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
生
物

の
歴
史
と
、
高
所
登
山
で
人
間
が
低
酸

素
に
身
体
を
順
応
さ
せ
て
い
く
様
に
は
、

共
通
点
が
あ
る
と
。
だ
か
ら
竹
内
さ
ん

は
、
８
０
0
０
㍍
峰
登
山
は
生
物
体
と

し
て
の
可
能
性
を
探
る
行
為
だ
と
考
え

て
い
る
よ
う
だ
。

後
半
、
２
０
０
７
年
に
ガ
ッ
シ
ャ
ブ

ル
ム
Ⅱ
峰
で
大
規
模
雪
崩
に
遭
っ
た
と

き
の
話
に
及
ん
だ
。
雪
崩
の
リ
ス
ク
が

少
な
い
ラ
イ
ン
を
採
っ
て
い
た
つ
も
り

が
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
そ
れ
は

自
分
の
想
像
力
が
、
こ
の
山
に
及
ん
で

い
な
か
っ
た
の
だ
と
、
雪
崩
に
流
さ
れ

な
が
ら
思
い
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
そ

う
だ
。

居
合
わ
せ
た
各
国
の
ク
ラ
イ
マ
ー
た

ち
の
献
身
的
な
救
助
、
手
当
に
よ
っ
て
、

一
命
を
取
り
留
め
る
。
し
か
し
、
山
に

登
る
者
な
ら
ば
わ
か
る
。
あ
の
事
故
か

ら
は
到
底
生
還
で
き
な
い
は
ず
だ
。
自

分
は
生
き
残
っ
た
の
で
は
な
い
。
今
あ

る
自
分
の
生
命
は
、
救
助
し
て
く
れ
た

人
た
ち
の
生
命
、
そ
し
て
犠
牲
に
な
り

死
亡
し
た
仲
間
の
生
命
す
ら
か
ら
も
、

少
し
ず
つ
分
け
て
も
ら
っ
た
の
だ
、
と
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
絶
対
に
1
年
以
内
に

Ｇ
Ⅱ
峰
に
戻
っ
て
、「
私
は
生
き
て
い

ま
す
」と
い
う
こ
と
を
、皆
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
た
。
み
ご
と

竹
内
さ
ん
は
、
1
年
後
に
Ｇ
Ⅱ
峰
に
帰

っ
て
い
く
。そ
れ
は「
今
ま
で
の
登
山
の

連
鎖
の
な
か
に
自
分
を
引
き
戻
す
こ
と

だ
っ
た
」と
言
う
。

14
座
達
成
は
、
け
っ
し
て
自
分
ひ
と

り
で
成
し
遂
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
今

ま
で
出
会
い
関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
が

一
人
で
も
欠
け
た
ら
、登
れ
な
か
っ
た
、

と
締
め
く
く
っ
た
。（
構
成
＝
柏
澄
子
）

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞〈
２
〉

日
本
人
初
８
０
０
０
㍍
峰
14
座
完
全
登
頂

プ
ロ
登
山
家

竹
内
洋
岳

8000㍍峰14座完全登頂を語る竹内洋岳さん
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登
山
道
調
査
の
概
要

国
土
地
理
院
で
は
、
登
山
道
の
正
確

な
位
置
と
状
況
を
測
量
調
査
し
、
国
土

地
理
院
の
地
図
な
ど
に
反
映
さ
せ
登
山

者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
地
域
の
振

興
を
図
る
目
的
で
、
登
山
道
が
所
在
す

る
市
町
村
お
よ
び
山
岳
関
係
者
と
の
連

携
に
よ
り「
登
山
道
調
査
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
で
は
、
国
土
地
理
院
が

整
備
す
る
地
図
に
お
け
る
登
山
道
情
報

の
正
確
性
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、

国
土
地
理
院
測
図
部
と
の
間
で
協
定
を

結
び
、
全
国
の
主
要
な
登
山
道
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
の
測
量
機

器
を
用
い
て
取
得
し
た
登
山
道
の
位
置

デ
ー
タ
な
ど
を
、
当
会
か
ら
国
土
地
理

院
に
提
供
し
、
国
土
地
理
院
は
こ
れ
に

基
づ
い
て
廃
道
と
な
っ
て
い
る
登
山
道

の
情
報
を
地
形
図
か
ら
削
除
し
、
あ
る

い
は
新
た
に
登
山
道
情
報
を
地
形
図
上

に
表
示
す
る
も
の
で
す
。

日
本
山
岳
会
の
取
組
み

地
形
図
に
正
確
な
登
山
道
の
表
示
を

行
な
う
こ
と
は
、
道
迷
い
な
ど
の
事
故

か
ら
登
山
者
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
地
元
市
町
村
や
他
の
山
岳
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
登
山
道
調
査
に
取
組

む
こ
と
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の

日
本
山
岳
会
に
と
っ
て
も
相
応
し
い
事

業
と
言
え
ま
す
。

日
本
山
岳
会
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ

く
、
地
形
図
の
修
正
例

以
下
に
日
本
山
岳
会
か
ら
情
報
提
供

を
行
な
い
、
国
土
地
理
院
の
地
形
図
に

反
映
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
な

お［　

］内
は
、
調
査
時
期
お
よ
び
調
査

者
で
す
。

 ◆
武
甲
山
［
平
成
23
年
４
月
：
埼
玉
支

部
・
遠
山
元
信
］

登
山
道
が
変
更
さ
れ
て
地
形
図
と
の

差
異
が
著
し
い
た
め
、
生
川
～
武
甲
山

間
の
登
山
道
を
修
正
し
ま
し
た（
図
１
、

図
２
）。

◆
二
子
山
［
平
成
23
年
５
月
：
埼
玉
支

部
・
遠
山
元
信
］

芦
ヶ
久
保
駅
～
富
士
浅
間
神
社
～
雄

岳
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
地
形
図
に
記
載

R
eport

登
山
道
調
査
の
取
組
み
状
況

国
土
地
理
院
対
応
Ｗ
Ｇ　

佐
藤
守

図1　修正された地形図( 電子ポータル)　武甲山

図2　指摘した登山道変化情報　武甲山図3　指摘した登山道変化情報　二子山
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が
な
か
っ
た
た
め
新
た
に
記
載
し
ま
し

た（
図
３
）。
ま
た
芦
ヶ
久
保
駅
～
兵
ノ

沢
～
雌
岳
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
地
形

図
と
の
差
異
が
著
し
い
た
め
修
正
し
ま

し
た（
図
４
）。

◆
雲
取
山
（
奥
多
摩
）［
平
成
25
年
５

月
：
東
京
多
摩
支
部
・
宮
崎
紘
一
］

大
ダ
ワ
林
道
に
つ
い
て
、
登
山
道
が

崩
壊
し
通
行
止
め
と
な
り
、
死
亡
事
故

も
発
生
し
ま
し
た
。
今
後
、
登
山
道
補

修
の
予
定
も
な
い
と
の
こ
と
で
、
削
除

し
ま
し
た
。

◆
天
目
山
（
奥
多
摩
）［
平
成
25
年
５

月
：
東
京
多
摩
支
部
・
宮
崎
紘
一
］

倉
沢
～
１
２
８
９
㍍
ピ
ー
ク
の
間
の

登
山
道
に
つ
い
て
、
10
年
以
上
前
か
ら

登
山
道
と
し
て
の
形
状
が
な
く
廃
道
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
削
除
し
ま
し
た
。

◆
南
岳
（
飛
騨
山
脈
）［
平
成
25
年
９

月
：
東
海
支
部
・
鈴
木
愼
吾
、
伊
藤
康

信
］槍

平
～
南
岳
山
頂
ま
で
の
登
山
道
に

つ
い
て
、
現
在
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る「
南
岳
新
道
」が
地
形
図
上
に
表
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ

を
表
示
し
ま
し
た（
図
５
）。

今
後
も
、
国
土
地
理
院
か
ら
日
本
山

岳
会
へ
、
登
山
道
調
査
へ
の
協
力
要
請

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
本

部
と
支
部
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図5　修正された地形図（電子ポータル）　南岳新道

図4　修正された地形図（電子ポータル）　二子山

第
２
次
観
測
と
共
同
研
究
体
制

自
動
気
象
観
測
機
を
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

峰
に
設
置
し
て
の
、
第
２
期
の
気
象
観

測
は
、
ア
ラ
ス
カ
大
学
・
国
際
北
極
圏

研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）と
の
共
同

研
究
と
し
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
米
国
科
学
協

会
）
か
ら
の
援
助
も
得
て
継
続
し
て
き

た
。
年
々
改
良
を
重
ね
た
自
動
気
象
観

測
機
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
解

析
は
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
お
よ
び
ア
ラ
ス
カ
大

学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き

た
。し

か
し
、
実
際
に
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰

の
高
所
に
気
象
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
す
る
作
業
は
、
第
１
期
か
ら
引
き

続
き
、
日
本
山
岳
会
の
大
蔵
喜
福
会
員

の
個
人
的
な
努
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

て
き
た
。
大
蔵
会
員
の
こ
の
努
力
に
対

し
て
、
日
本
山
岳
会
は
秩
父
宮
記
念
山

岳
賞
を
授
与
し
た
。

し
か
し
、
デ
ナ
リ（
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
）

国
立
公
園
に
お
け
る
環
境
保
全
の
強
化

の
た
め
、
観
測
機
器
設
置
の
制
約
が
行

な
わ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
日
米
の
経
済

悪
化
に
伴
う
支
援
団
体
や
企
業
の
寄
付

第
１
次
観
測
ま
で
の
経
緯

１
９
８
４
年
の
冬
、
植
村
直
己
会
員

は
ア
ラ
ス
カ
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰
（
標

高
６
１
９
４
㍍
）
を
冬
季
単
独
初
登
頂

後
、
消
息
を
絶
っ
た
。
烈
風
に
よ
る
気

象
遭
難
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。当
時
、北

極
圏
に
近
い
高
峰
で
は
、
ど
の
よ
う
な

超
低
温
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
が
吹

き
す
さ
ぶ
も
の
か
、
気
象
観
測
も
行
な

わ
れ
て
お
ら
ず
、
想
像
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。

植
村
直
己
会
員
、
お
よ
び
そ
の
3
年

後
の
日
本
人
登
山
家
の
冬
季
の
マ
ッ
キ

ン
リ
ー
峰
遭
難
事
故
を
契
機
と
し
て
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰
の
高
所
に
お
け
る
気

象
観
測
が
重
要
と
考
え
た
大
蔵
喜
福
会

員
は
、
日
本
山
岳
会
や
諸
団
体
の
支
援

を
得
て
90
年
か
ら
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰
の

５
７
１
５
㍍
地
点
に
定
点
観
測
機
器
を

設
置
し
た
。

以
来
、
11
年
続
け
て
隊
を
派
遣
し
て
、

11
年
間
に
及
ぶ
デ
ー
タ
を
集
め
た
第
１

期
の
観
測
は
、
２
０
０
０
年
６
月
に
一

区
切
り
を
つ
け
た
。

R
eport

ア
ラ
ス
カ
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
の 

再
開
に
向
け
て

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
Ｗ
Ｇ
担
当
理
事　

吉
川
正
幸
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国
立
公
園
局
の
運
営
に
支
障
が
出
て
い

る
こ
と
や
、
国
立
公
園
局
に
よ
る
自
然

保
護
強
化
策
や
地
元
登
山
ガ
イ
ド
振
興

策
に
よ
る
影
響
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら
観

測
機
材
の
購
入
費
用
の
寄
付
金
を
得
た

も
の
の
、
準
備
期
間
が
短
か
っ
た
た
め

６
月
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
、
Ｉ
Ａ

Ｒ
Ｃ
と
調
整
の
上
で
の
発
注
が
で
き
な

か
っ
た
。

こ
の
た
め
現
在
も
、
14
年
の
再
開
に

向
け
て
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
お
よ
び
ア
ラ
ス
カ
大

学
か
ら
国
立
公
園
局
へ
の
働
き
か
け
を

重
ね
て
い
る
。
観
測
機
材
の
購
入
に
つ

い
て
も
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
発
注
が
確

定
し
て
来
シ
ー
ズ
ン
の
再
開
の
め
ど
が

立
っ
た
。
今
後
の
課
題
は
、
継
続
的
な

観
測
を
行
な
う
た
め
の
日
本
山
岳
会
の

支
援
体
制
の
整
備
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
】

◆
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ（International A

rctic 
R
esearch C

enter

）に
つ
い
て

ア
ラ
ス
カ
大
学
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
校

に
あ
る
国
際
北
極
圏
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

か
ら
、
北
極
圏
が
地
球
全
体
に
及
ぼ
す

影
響
と
役
割
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
、

ま
た
北
極
圏
を
シ
ス
テ
ム（
体
系
）と
し

て
統
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

米
国
と
日
本
を
含
め
た
北
極
圏
研
究
に

携
わ
る
世
界
各
国
・
地
域
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、初
代
所
長
で
あ
り
、ア

ラ
ス
カ
大
学
教
授（
現
名
誉
教
授
）で
あ

る
赤
祖
父
俊
一
氏
の
提
案
に
よ
っ
て
、

日
米
政
府
の
資
金
提
供
を
受
け
、
１
９

９
９
年
に
日
米
間
の
共
同
研
究
推
進
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

研
究
費
は
、
日
本
側
か
ら
は
海
洋
研

究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）お
よ

び
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）、米
国
側
か
ら
は
米
国
立
科
学
財
団

（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
お
よ
び
米
国
海
洋
大
気
局

（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）よ
り
、
直
接
支
援
を
受
け

て
い
る
。

世
界
各
国
の
20
以
上
の
研
究
所
、
60

人
を
超
え
る
科
学
者
と
の
共
同
研
究
を

通
じ
て
協
力
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

セ
ン
タ
ー
の
目
的（
上
述
）を
果
た
す
努

力
を
行
な
っ
て
い
る
。

※
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋‥

（
２
０
１
３
年
９
月
）

の
継
続
の
困
難
さ
か
ら
、
第
２
期
の
気

象
観
測
は
２
０
１
０
年
に
至
り
観
測
の

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

 第
３
次
気
象
観
測
の
再
開
に
向
け
て

20
年
間
継
続
し
た
高
所
気
象
観
測
は
、

北
極
を
中
心
と
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ

ー
ム
の
跛
行
現
象
の
解
明
に
寄
与
し
た

と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
世
界
に
も
稀

に
見
る
高
所
、
か
つ
北
極
圏
に
お
け
る

気
象
観
測
は
、
さ
ら
に
長
期
間
継
続
し

て
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
知
見
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
ま

た
10
年
間
の
共
同
研
究
の
実
績
か
ら
、

日
本
山
岳
会
お
よ
び
大
蔵
喜
福
会
員
の

観
測
再
開
計
画
に
対
し
て
、
全
面
的
な

支
援
・
協
力
を
約
束
し
て
い
る
。

12
年
か
ら
は
、
第
３
次
の
気
象
観
測

再
開
の
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
中
心
に
し

て
地
元
デ
ナ
リ
国
立
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
協
力
や
機
材
設
置
作
業
へ
の
参
加
を

求
め
る
組
織
体
制
を
企
画
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
つ
ま
り
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰
の

高
所
に
気
象
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
作
業
に
、
大
蔵
会
員
だ
け
で
な

く
デ
ナ
リ
国
立
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
加

わ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
大

蔵
会
員
に
よ
る
役
務
提
供
だ
け
で
な
く
、

資
金
的
に
も
、
国
内
企
業
に
よ
る
資
金

援
助
と
ア
ラ
ス
カ
大
学
の
研
究
費
を
受

け
て
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

13
年
と
14
年
の
再
開
準
備
の
状
況

以
上
の
よ
う
に
、
13
年
か
ら
の
気
象

観
測
の
再
開
に
向
け
て
の
活
動
を
開
始

し
た
。

し
か
し
、
13
年
６
月
の
登
山
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
地
元
に
お
け
る
マ
ッ
キ
ン
リ

ー
峰
登
頂
百
周
年
記
念
登
山
等
の
行
事

が
あ
り
、
そ
の
あ
と
デ
ナ
リ
国
立
公
園

局
に
よ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
な

う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か

ら
の
調
査
申
請
に
対
し
て
、
国
立
公
園

局
の
気
象
観
測
機
器
の
設
置
許
可
が
下

り
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
米
国
の
国
内
事
情
か
ら

気象観測ステーションと現地のスタッフたち
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追

　
　悼

名
誉
会
員　

孫
慶
錫
さ
ん
を
偲
ぶ

�
長
尾
悌
夫

韓
国
か
ら
一
通
の
封
書
が
届
い
た
。

孫
慶
錫
名
誉
会
員
の
お
嬢
さ
ん
か
ら
で
、

父
親
の
訃
報
だ
っ
た
。
本
年
１
月
、
癌

を
告
知
さ
れ
た
が
延
命
を
望
ま
ず
一
切

の
抗
癌
治
療
を
拒
否
し
た
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
こ
の
日
を
予
期
し
て
い
た
が
、

つ
い
に
現
実
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

孫
さ
ん
と
日
本
山
岳
会
の
関
わ
り
は
、

お
茶
の
水
に
ル
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
ろ
に

遡
る
。
孫
さ
ん
が
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ

ル
ム
持
参
で
訪
韓
し
た
。
そ
の
時
に
世

話
し
て
く
れ
た
の
が
孫
さ
ん
だ
っ
た
。

71
年
に
孫
さ
ん
の
肝
入
り
で
ソ
ウ
ル
で

日
韓
高
所
医
学
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

本
会
か
ら
住
吉
、
中
島
、
広
谷
、
大
森
、

関
口
、
長
尾
が
参
加
し
た
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
そ
の
後
も
ソ
ウ
ル
で
一
度
、
大

邸
で
一
度
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
孫
さ
ん

の
手
配
だ
っ
た
。
彼
は
大
変
面
倒
見
が

良
く
、
訪
韓
し
た
日
本
の
岳
人
の
多
く

が
孫
さ
ん
の
世
話
に
な
っ
た
。
私
も
ソ

ウ
ル
で
は
何
度
も
自
宅
（
後
に
ソ
ウ
ル

市
の
文
化
財
に
指
定
）に
招
か
れ
、
竹

田
、
広
谷
、
大
森
、
長
尾
の
４
夫
婦
と

は
、
韓
国
の
正
月
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

孫
家
は
誇
り
高
き
両ヤ

ン
バ
ン班
で
あ
り
、
祖

父
は
日
韓
併
合
に
反
対
し
て
割
腹
自
殺

し
、
胸
像
が
ソ
ウ
ル
市
に
あ
る
と
い
う

家
柄
だ
が
、本
人
は
大
の
親
日
家
で
、桜

が
咲
く
春
の
日
本
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

し
ば
し
ば
来
日
し
た
。
Ｔ
Ｖ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ば
か
り
見
る
の
で
、
お
嬢
さ
ん
に
書
斎

の
扉
に「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
ウ
ル
支
局
」と
貼
り

紙
さ
れ
た
、
と
笑
っ
て
い
た
。
ソ
ウ
ル

大
学
政
治
学
科
の
卒
業
だ
が
、
政
治
に

直
接
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
登
山
と

著
述
業
に
明
け
暮
れ
た
。
山
に
関
す
る

著
書
が
多
く
、
ま
た
大
変
な
蔵
書
家
で
、

そ
の
数
は
２
万
冊
に
及
ぶ
と
言
っ
て
お

ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、

孫
基
禎
氏
の
手
引
き
で
来
室
し
た
。
応

対
し
た
の
は
折
井
健
一
、
関
口
周
也
両

氏
。
１
９
４
５
年
設
立
の
韓
国
山
岳
会

の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
設
立
後

日
が
浅
か
っ
た
韓
国
山
岳
会
が
、
日
本

山
岳
会
の
組
織
や
運
営
な
ど
を
参
考
に

し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
山
岳
会
が
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に

成
功
し
た
70
年
は
、
ち
ょ
う
ど
韓
国
山

岳
会
創
立
25
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記

念
式
典
に
招
か
れ
て
隊
員
だ
っ
た
広
谷
、

大
森
両
氏
と
関
口
氏
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
フ
ィ

り
、
自
分
の
死
後
の
本
の
始
末
に
つ
い

て
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

日
本
と
韓
国
の
登
山
界
の
架
け
橋
的

な
存
在
で
あ
り
、
韓
国
山
岳
会
副
会
長
、

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
や
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
の
韓
国

代
表
を
務
め
る
な
ど
一
生
を
韓
国
登
山

界
に
捧
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
に

推
挙
さ
れ
た
時
は
た
い
そ
う
喜
び
、
書

斎
に
飾
り
た
い
か
ら
名
誉
会
員
章
は
バ

ッ
ジ
で
は
な
く
額
に
し
て
ほ
し
い
と
神

崎
副
会
長
を
困
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

晩
年
は
、
心
疾
患
の
手
術
や
下
腿
骨

骨
折
な
ど
体
調
を
崩
す
こ
と
が
多
く
、

そ
の
た
び
に
体
力
が
衰
え
た
。
癌
告
知

後
も
春
に
は
訪
日
し
た
い
と
書
い
て
き

た
が
遂
に
叶
わ
ず
、
８
月
31
日
、
逝
去

さ
れ
た
。
半
世
紀
近
い
交
遊
を
偲
び
つ

つ
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
ご
子
息
か
ら
の
来
信
の

一
部
を
ご
披
露
し
ま
す
。

「
今
、
故
人
は
遺
言
ど
お
り
霊
魂
石
に

な
り
、
彼
が
最
も
愛
し
た
山
岳
関
連
の

本
、
資
料
、
写
真
と
共
に
自
宅
の
書
斎

に
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

故
人
の
心
を
奪
っ
た
山
に
対
す
る
嫉

妬
で
生
前
故
人
に
無
関
心
だ
っ
た
遺
族

ら
は
そ
の
罪
を
償
お
う
と
、
こ
れ
か
ら

故
人
の
傍
ら
で
追
慕
と
哀
悼
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
」。

孫慶錫（ソン・キョングソク）会員№7775
1926年　�9月2日韓国・ソウル市に生まれる。
1945年　�ソウル大学山岳部と韓国山岳会

の設立に参画。
1950年　朝鮮戦争に参戦。
1955年　雪岳山千仏洞冬季初登。
1965年　訪日登山隊隊長（穂高連峰）。
1970年　訪日登山隊隊長（穂高連峰）。
1974年　日本山岳会入会。
その後ヨーロッパアルプス、ヒマラヤ
などに足跡を残し、韓国山岳会副会長､ ‥
UIAA韓国代表、アジア山岳連盟韓国代
表などを務める。山に関する著書多数。

1994年　�日本山岳会名誉会員に推挙される。
2013年8月31日逝去。享年87。
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活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

集
会
委
員
会�

南
ア
ル
プ
ス　
　

荒
川
岳
～

赤
石
岳
縦
走

９
月
27
日
14
時
、
畑
薙
夏
期
駐
車
場

に
集
会
委
員
会
２
名
、
北
海
道
支
部
５

名（
女
性
３
名
、
男
性
２
名
）、
私
の
計

８
名
が
集
合
。
送
迎
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
揺
ら
れ
て
二
軒
小
屋
へ
向
か
う
。　

28
日
８
時
、
朝
食
後
、
ゆ
っ
く
り
と

出
発
。
千
枚
岳
コ
ー
ス
の
吊
り
橋
は
数

年
前
に
流
さ
れ
、
下
流
に
新
し
い
吊
り

橋
が
で
き
て
い
た
。
取
付
か
ら
急
登
の

連
続
。
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
は
菊
池
武
昭

さ
ん
、
続
い
て
北
海
道
支
部
５
名
と
私
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
清
登
緑
郎
さ
ん
。
マ

ン
ノ
ー
沢
ノ
頭
ま
で
は
４
時
間
の
急
登
。

私
は
呼
吸
困
難
と
な
り
、
徐
々
に
足
が

止
ま
り
遅
れ
出
す
が
、清
登
さ
ん
の「
ゆ

っ
く
り
行
こ
う
」の
励
ま
し
も
あ
り
、な

ん
と
か
千
枚
小
屋
に
着
い
た
。

29
日
４
時
30
分
、
ラ
イ
ト
を
頼
り
に

小
屋
を
出
発
。
５
時
30
分
、
千
枚
岳
頂

上
に
て
ご
来
光
。
富
士
山
の
左
に
昇
る

太
陽
を
カ
メ
ラ
に
収
め
、
記
念
写
真
を

撮
る
。
雲
一
つ
な
い
素
晴
ら
し
い
眺
め

に
感
激
。
丸
山
の
登
り
も
快
適
、
岩
稜

帯
を
登
り
東
岳
（
悪
沢
岳
）
の
山
頂
へ
。

南
部
の
最
高
峰
か
ら
の
３
６
０
度
の
展

望
に
感
激
。
角
度
の
関
係
で
北
岳
の
み

見
え
な
か
っ
た
が
、
白
峰
三
山
か
ら
光

岳
ま
で
尾
根
筋
が
展
望
で
き
た
。
こ
こ

ま
で
登
る
と
、
秋
の
訪
れ
の
草
紅
葉
が

素
晴
ら
し
い
。急
坂
の
ガ
レ
を
下
り
、中

岳
、
前
岳
へ
。

８
名
で
の
行
動
は
こ
こ
ま
で
。
こ
の

後
、
私
が
大
聖
寺
平
で
遅
れ
出
し
た
た

め
、
赤
石
岳
頂
上
に
て
合
流
す
る
こ
と

に
し
た
。
頂
上
に
た
ど
り
着
け
る
の
か

不
安
で
あ
っ
た
が
、
30
分
遅
れ
で
登
頂

で
き
た
。
40
年
来
の
夢
の
実
現
、
諦
め

か
け
た
赤
石
岳
の
登
頂
に
感
激
。
１
時

間
遅
れ
で
赤
石
小
屋
へ
。
明
る
い
う
ち

に
た
ど
り
着
い
た
の
で
ひ
と
安
心
。

30
日
６
時
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
た
赤

い
赤
石
岳
を
、
カ
メ
ラ
に
収
め
て
下
山

す
る
。
９
時
30
分
、
椹
島
ロ
ッ
ジ
着
。

苦
労
し
た
３
日
間
だ
っ
た
。
遅
れ
て

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
っ
放
し
だ
っ
た

の
に
、
先
々
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
北

海
道
支
部
の
皆
さ
ん
は
、
団
結
力
と
忍

耐
力
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
登
山
人
で

あ
っ
た
。
菊
池
リ
ー
ダ
ー
と
清
登
サ
ブ

は
常
に
私
の
後
ろ
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
勇
気
を
く
れ
た
。

南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
、
奥
深
い
壮
大

な
赤
石
山
脈
の
主
峰
に
は
、
別
の
コ
ー

ス
か
ら
再
挑
戦
し
て
み
た
い
も
の
だ
。

苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
後
に
向

け
身
体
を
つ
く
り
直
し
、
気
力
と
精
神

力
を
つ
け
た
い
。

�
（
河
西
邦
彦
） 千枚岳山頂にて

図書受入報告（2013年11月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

柴野邦彦 釣り人たち （水彩画集）：Anglers 96p／21cm プロモビス 2013 著者寄贈

根深誠 ブナの息吹、森の記憶：世界自然遺産 白神山地 206p ／ 17cm 七つ森書館 2013 著者寄贈

藤原優太郎 山は学校　ぼくの細道：藤原優太郎随想集 137p ／ 21cm 無明舎出版 2013 出版社寄贈

伊藤フミヒロ（編著）バックカントリー：スキー&スノーボード/ヤマケイ入門＆ガイド 240p ／ 21cm 山と溪谷社 2013 出版社寄贈

平塚人物史研究会（編）平塚ゆかりの先人たち 76p ／ 29cm 平塚人物史研究会 2013 鈴木利英子氏寄贈

Suzuki, Bokushi Leben Unter dem Schnee（北越雪譜／鈴木牧之・著　ドイツ語版）383p ／ 24cm Eugen Diederichs 1989 モア・ジョイ寄贈

灘高スキー登山部OB会（編）灘中・灘高スキー登山部　部史　復刻版（第１編・第2編）計5冊 灘高スキー山岳部OB会 2013 発行者寄贈

静岡高校・紫岳会（編）「紫岳」バックナンバー（創刊号～第10・11号まで）計8冊 静岡高校・紫岳会 1933～ 1952 山本良三氏寄贈
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ら
れ
、
取
り
付
く
の
が
難
し
い
よ
う
だ
。

南
稜
に
ル
ー
ト
が
見
つ
か
っ
た
の
で
全

力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
、
南
稜
直
下
、
標

高
５
３
０
０
㍍
の
雪
原
に
第
2
キ
ャ
ン

プ
を
設
置
し
た
。

ア
ル
パ
マ
ヨ
は
見
る
角
度
に
よ
っ
て

変
化
す
る
。
槍
ヶ
岳
の
よ
う
に
見
え
た

り
、
美
し
い
ヒ
ダ
が
一
面
に
入
っ
て
見

え
た
り
す
る
。
登
山
隊
は
映
画
制
作
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
。
登
山
に
来
て

い
る
の
だ
。
従
っ
て
行
動
は
待
っ
て
く

れ
な
い
。
映
画
制
作
者
は
孤
独
で
あ
る
。

穂
先
が
90
度
に
近
い
斜
面
を
セ
ル
フ
ビ

レ
イ
し
な
が
ら
、
３
分
ご
と
に
チ
ェ
ン

ジ
バ
ッ
ク（
携
帯
用
簡
易
暗
室
）の
中
で

フ
ィ
ル
ム
交
換
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

大
変
な
撮
影
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
井
口
隊
員
が
ア
タ
ッ
ク
の

様
子
を
語
り
、「
吉
川
隊
長
が
Ｗ
の
旗

を
持
っ
て
登
る
。
次
に
浜
野
、村
井
、最

後
に
鏑
木
と
近
藤
カ
メ
ラ
マ
ン
が
登
っ

た
。雪
面
に
鼻
を
く
っ
つ
け
て
登
り
、頂

上
は
50
㌢
ほ
ど
の
塊
で
、
ア
ル
マ
パ
ヨ

は
最
後
ま
で
と
ん
が
っ
て
い
た
」
と
結

ん
だ
。

な
お
ト
ー
ク
の
詳
細
は
、
当
会
Ｈ
Ｐ

→
日
本
山
岳
会
の
活
動
案
内
→
委
員
会

→
資
料
映
像
委
員
会
→
ア
ー
カ
イ
ブ
映

画
会
へ
と
ア
ク
セ
ス
す
る
と
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。�
（
溝
口
洋
三
）

資
料
映
像
委
員
会�

ア
ー
カ
イ
ブ
映
画
会『
ア
ン
デ

ス
の
氷
壁
に
挑
む
』

10
月
３
日
、映
画
会
を
開
催
し
た
。１

９
６
２
年
に
早
大
山
岳
部
が
遠
征
し
た

登
山
隊
に
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
同
行

し
た
近
藤
隆
治
会
員
の
報
告
で
あ
る
。

参
加
者
は
40
名
と
盛
況
で
あ
っ
た
。

登
山
隊
は
、「
世
界
で
最
も
美
し
い

氷
雪
の
ピ
ー
ク
の
一
つ
」
と
さ
れ
て
い

る
ネ
バ
ド
・
ア
ル
パ
マ
ヨ
（
６
１
２
０

㍍
）の
第
2
登
と
、
ネ
バ
ド
・
チ
ュ
ル
ッ

プ（
５
４
９
３
㍍
）の
初
登
攀
に
挑
戦
し

た
。
ま
ず
映
画
観
賞
、
続
い
て
撮
影
者

と
隊
員
に
よ
る
ト
ー
ク
が
行
な
わ
れ
た
。

概
要
を
報
告
す
る
。

登
山
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
吉
川
尚
郎

隊
長
以
下
総
勢
６
名
で
、
平
均
年
齢
は

25
歳
と
若
い
隊
で
あ
る
。
遠
征
予
算
の

厳
し
い
折
か
ら
、
映
画
制
作
も
ス
ポ
ン

サ
ー
捜
し
に
走
り
回
り
、
某
テ
レ
ビ
局

よ
り
で
き
映
え
を
見
た
結
果
可
否
を
決

め
る
と
の
話
も
あ
り
、
そ
れ
を
配
慮
し

て
制
作
を
す
る
計
画
を
練
っ
た
。

１
９
６
２
年
５
月
28
日
、
大
勢
の

人
々
に
見
送
ら
れ
横
浜
港
か
ら
出
航
。

７
月
６
日
、
登
山
隊
は
リ
マ
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
で
ワ
ラ
ス
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ

で
ポ
ー
タ
ー
２
人
を
雇
い
、
馬
と
ロ
バ

と
人
間
か
ら
な
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
ゆ
っ

く
り
と
動
き
出
し
た
。

７
月
18
日
12
時
10
分
、
吉
川
隊
長
、

井
口
隊
員
の
２
名
が
正
面
岩
壁
（
平
均

斜
度
70
度
）
よ
り
チ
ュ
ル
ッ
プ
の
頂
上

に
立
っ
た
。

７
月
27
日
、
ア
ル
パ
マ
ヨ
挑
戦
の
た

め
出
発
、
標
高
４
３
０
０
㍍
に
Ｂ
Ｃ
を

設
置
し
た
。

８
月
２
日
、
第
1
キ
ャ
ン
プ
へ
全
員

で
荷
揚
げ
。
い
ち
だ
ん
と
近
く
な
っ
た

ア
ル
パ
マ
ヨ
は
、
そ
の
鋭
い
穂
先
を
見

せ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
氷
河
と
の
闘
い

だ
。
北
稜
を
吉
川
、
村
井
、
近
藤
パ
ー

テ
ィ
が
目
指
し
、
南
稜
を
井
口
、
浜
野
、

鏑
木
パ
ー
テ
ィ
が
ル
ー
ト
工
作
を
す
る
。

北
稜
は
大
ク
レ
バ
ス
に
進
路
を
さ
え
ぎ 撮影者ならではの楽しい裏話も披露された
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支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

て
い
る
。

当
日
の
上
越
地
方
は
、
前
日
の
雨
模

様
か
ら
爽
や
か
な
秋
の
日
差
し
と
な
り
、

絶
好
の
出
会
い
を
予
感
さ
せ
る
小
春
日

和
の
天
候
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
新

潟
県
内
外
の
男
女
各
20
名
で
あ
っ
た
が
、

申
し
込
み
人
数
は
２
倍
以
上
も
あ
っ
た

ら
し
い
。

８
時
30
分
に
南
葉
山
高
原
キ
ャ
ン
プ

場
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
当
初
は
男

女
と
も
ぎ
こ
ち
な
い
雰
囲
気
の
中
で
、

不
安
そ
う
な
気
持
ち
で
顔
を
下
に
向
け

て
い
る
状
況
だ
っ
た
。
女
性
は
鮮
や
か

な
山
ガ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
の
服
装
、
男
性

も
煌
び
や
か
な
格
好
を
し
て
気
を
惹
き

付
け
た
い
と
い
う
服
装
で
き
め
て
い
る
。

主
催
者
側
か
ら
挨
拶
の
後
、
出
発
前
に

男
女
一
対
一
の
差
し
向
か
い
で
20
組
が

交
代
し
な
が
ら
１
分
間
の
自
己
紹
介
を

行
な
い
、
打
ち
解
け
て
和
ら
い
だ
雰
囲

気
と
な
っ
た
。

コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
の
七
澤
会
員
が
、

登
山
ル
ー
ト
説
明
と
諸
注
意
を
行
な
っ

た
後
、
準
備
体
操
を
し
て
９
時
40
分
に

出
発
、
木
落
し
坂
コ
ー
ス
よ
り
登
り
始

め
た
。
会
話
中
心
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た

歩
み
で
、
途
中
３
回
ほ
ど
の
休
憩
を
と

り
な
が
ら
の
ん
び
り
し
た
ペ
ー
ス
で
あ

っ
た
。
隊
列
ラ
ス
ト
を
受
け
持
っ
た
橋

本
支
部
長
と
桐
生
会
員
は
、
伐
採
木
を

拾
っ
て
女
性
参
加
者
の
た
め
の
杖
作
り

に
忙
し
く
動
き
回
っ
て
い
た
。

予
定
ど
お
り
11
時
30
分
に
全
員
が
南

葉
山
頂
上
に
到
着
、
こ
こ
で
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
昼
食
を
と
る
。
昼
食
後
は
男
女

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
制
限
時
間
内

で
交
互
の
話
し
合
い
を
行
な
い
、
意
中

の
人
を
選
定
す
る
時
間
帯
で
あ
る
。
13

時
下
山
開
始
、
14
時
30
分
に
予
定
ど
お

り
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
帰
着
し
た
。

越
後
支
部
の
協
力
は
こ
こ
で
終
了
し

た
が
、
そ
の
後
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
の

話
し
合
い
と
、
主
催
者
側
の
調
整
で
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
、
な
ん
と
20

組
中
８
組
も
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
約
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
参
加
者
に

聞
い
た
印
象
と
し
て
、
自
然
の
中
で
の

体
験
で
天
候
に
も
恵
ま
れ
気
分
的
に
オ

ー
プ
ン
に
な
れ
た
こ
と
、
非
常
に
気
持

ち
の
良
い
企
画
で
あ
り
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
の
声
を
聞
い
た
。
若
者
の
素
敵

な
出
会
い
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
こ
と

や
、
山
や
自
然
が
大
好
き
な
若
者
が
多

越
後
支
部

山
コ
ン
at
南
葉
山（
９
４
９
㍍
）

越
後
支
部
で
は
公
益
事
業
の
一
環
と

し
て
、
10
月
13
日
に
「
山
コ
ン
at
南
葉

山
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
へ
の
協

力
支
援
を
行
な
っ
た
。

こ
の
企
画
は
、
上
越
情
報
プ
レ
ス
社

主
催
で
、新
潟
県（
児
童
家
庭
課
少
子
化

対
策
・
保
育
係
）の
共
催
と
し
て
、「
ト

キ
め
きH

eart

に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
事
業
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
橋
本
支
部
長
の
知
人
を
通
じ

て
、
越
後
支
部
に
山
行
引
率
の
協
力
依

頼
が
あ
り
、
支
部
参
加
者
は
橋
本
支
部

長
の
ほ
か
に
、
南
葉
山
に
詳
し
い
地
元

の
七
澤
恭
四
郎
（
支
部
自
然
保
護
委
員

長
）
と
、
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
桐
生
恒
治

（
支
部
事
務
局
長
）が
参
加
し
た
。

山
コ
ン
と
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
自

然
を
満
喫
し
な
が
ら
男
女
の
素
敵
な
出

会
い
を
楽
し
む
山
行
で
、
最
近
各
地
で

も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ

く
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

越
後
支
部
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

公
益
事
業
へ
の
協
力
を
今
後
も
継
続
し

な
が
ら
、
若
い
メ
ン
バ
ー
の
支
部
入
会

勧
誘
を
検
討
す
る
一
助
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。�

（
桐
生
恒
治
）

東
京
多
摩
支
部

山
梨
、
埼
玉
、
東
京
多
摩
の

3
支
部
が
第
２
回
懇
親
会
を

東
京
・
青
梅
の
御
岳
山
で
開
く

山
梨
、
埼
玉
、
東
京
多
摩
の
3
支
部

が
、
９
月
14
・
15
日
、
東
京
・
青
梅
の

御
岳
山
で
合
同
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

あ
い
に
く
台
風
18
号
の
影
響
で
大
雨
と

な
り
、
予
定
し
て
い
た
大
岳
山
に
は
登

れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
分
、
大
い
に
楽

し
く
歓
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
3
支

部
合
わ
せ
40
人
（
東
京
多
摩
24
、
埼
玉

13
、
山
梨
３
）が
参
加
し
た
。

こ
の
合
同
懇
親
会
は
２
回
目
だ
。
ど

う
い
う
わ
け
か
雨
に
た
た
ら
れ
る
。
昨

年
は
埼
玉
支
部
が
主
管
し
、
雲
取
山
で

９
月
に
開
催
し
よ
う
と
し
た
。
台
風
が

接
近
し
12
月
に
延
期
し
た
も
の
の
実
施

で
き
ず
、翌
年
４
月
に
な
っ
て「
三
度
目

の
正
直
」
の
と
お
り
よ
う
や
く
開
催
で

き
た
が
、
雪
に
見
舞
わ
れ
、
山
荘
へ
の

到
着
が
大
幅
に
遅
れ
た
。
そ
の
反
省
で
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福
岡
支
部

九
州
5
支
部
懇
談
会
開
く

９
月
28
～
29
日
、
九
州
5
支
部
懇
談

会
が
福
岡
支
部
主
催
で
、
ホ
テ
ル
・
グ

ラ
ン
テ
ィ
ア
太
宰
府
を
会
場
に
し
て
開

催
、
5
支
部
か
ら
70
名
が
参
加
し
た
。

28
日
、
渡
部
秀
樹
会
員
の
司
会
進
行

で
、
14
時
20
分
開
会
。
中
馬
董
人
・
福

岡
支
部
長
の
挨
拶
。
続
い
て
新
会
長
に

就
任
し
た
森
武
昭
会
長
が
登
壇
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
山
岳
会
が
目
指
す
方

向
と
し
て
、「
会
員
の
増
強
」「
若
手
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
」「
山
の
日
制
定
運
動
」

な
ど
の
ほ
か
、
入
会
金
の
一
部
を
支
部

き
て
遭
難
す
る
。
多
摩
の
山
を
侮
っ
て

は
い
け
な
い
。
五
日
市
、
高
尾
警
察
署

と
分
担
し
て
救
助
に
当
た
る
が
、
青
梅

が
断
然
に
多
い
。

今
年
は
９
月
ま
で
に
す
で
に
37
件
発

生
し
た
。
遭
難
は
秋
に
多
く
、
気
が
か

り
だ
と
い
う
。
行
方
不
明
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
人
も
い
る
。
現
役
の
こ
ろ
は
、

休
日
を
返
上
し
て
捜
索
し
た
。
ど
う
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
行
方
不
明
者
は
、

み
ん
な
男
性
だ
。
中
高
年
で
単
独
登
山

で
あ
る
。
黙
っ
て
出
か
け
る
。
こ
れ
で

は
探
し
よ
う
が
な
い
。少
な
く
と
も
、家

族
に
行
く
先
を
言
っ
て
ほ
し
い
。

金
会
員
は
多
く
の
事
例
を
あ
げ
た
。

安
易
に
救
助
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
多
く

今
回
は
御
岳
山
に
会
場
を
設
営
し
た
の

だ
が
、
ま
た
も
雨
で
あ
る
。

会
場
と
し
た
の
は
御
師
の
宿
坊
「
山

楽
荘
」。
午
後
２
時
に
受
付
を
開
始
し

た
。
も
う
雨
が
降
り
出
し
て
い
た
。
全

員
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
片
桐
御
師
の

話
を
聞
い
た
。
御
岳
山
は
、
信
仰
の
山

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
山
上
に
あ
る

武
蔵
御
嶽
神
社
は
第
10
代
崇
神
天
皇
の

代
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

詳
細
不
詳
。
古
来
、
庶
民
の
御
嶽
詣
で

が
盛
ん
で
、「
講
」と
い
う
集
ま
り
を
つ

く
り
祈
祷
師
／
御
師
の
先
導
で
お
参
り

し
た
。
御
師
の
家
は
一
般
に
開
放
さ
れ
、

今
も
宿
坊
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

参
道
に
は
御
師
の
家
が
数
多
く
並
ん
で

い
る
。

続
い
て
、
金
邦
夫
会
員
の
話
を
聞
い

た
。
今
年
３
月
ま
で
、
20
年
に
わ
た
っ

て
青
梅
警
察
署
山
岳
救
助
隊
で
、
山
岳

救
助
活
動
に
従
事
し
て
き
た
。
年
間
40

件
ほ
ど
救
助
に
出
動
し
て
い
た
と
い
う
。

東
京
の
山
岳
遭
難
は
意
外
に
多
い
。
警

察
庁
が
毎
年
６
月
に
全
国
の
山
岳
遭
難

状
況
を
発
表
す
る
。
最
も
多
い
の
は
長

野
県
、
次
い
で
富
山
県
、
北
海
道
な
ど

と
な
る
が
、
東
京
都
は
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
。
と
き
に
は
７
位
、
９
位
な
ど

と
な
る
。
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
い
た
め

か
、
た
く
さ
ん
の
人
が
気
軽
に
登
っ
て

な
っ
た
。
日
ノ
出
山
で
18
人
の
パ
ー
テ

ィ
か
ら「
仲
間
の
ひ
と
り
が
歩
け
な
い
」

と
出
動
を
要
請
さ
れ
た
。
駆
け
つ
け
て

み
る
と
捻
挫
ら
し
い
。
救
助
隊
員
が
30

分
ほ
ど
交
代
で
背
負
っ
て
下
し
た
。
救

急
車
を
待
た
し
た
が
、
下
へ
下
り
る
と

電
車
で
帰
る
と
い
う
。
た
い
し
た
事
故

で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
仲
間
が
助

け
て
や
れ
な
い
の
か
。
東
京
の
大
き
な

山
岳
会
だ
っ
た
と
い
う
。金
さ
ん
は「
山

ヤ
の
プ
ラ
イ
ド
が
な
い
」と
言
っ
た
。日

本
山
岳
会
の
会
員
に
は
、
そ
の
よ
う
な

恥
ず
か
し
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た

く
な
い
。

予
定
し
て
い
た
大
岳
山
は
、
そ
の
特

異
な
山
容
か
ら
、
多
摩
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
さ
れ
て
い
る
。
古
書『
武
蔵
通
志
』

は
「
両
総
地
方
に
て
武
蔵
の
鍋
冠
山
と

称
し
て
海
路
の
目
標
と
す
な
り
」
と
記

し
、
東
京
湾
の
船
上
か
ら
航
路
の
目
標

と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
二
百
名

山
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
度
は
登
っ
て

み
た
い
と
楽
し
み
に
し
た
参
加
者
も
多

か
っ
た
が
、や
は
り
中
止
と
な
っ
た
。朝

食
後
、
早
々
に
下
山
し
た
。
帰
り
の
Ｊ

Ｒ
青
梅
線
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
。
車

両
は
、
自
転
車
並
み
の
速
度
で
走
っ
た
。

来
年
は
、
山
梨
支
部
の
主
管
で
実
施
す

る
予
定
だ
。

�
（
髙
橋
重
之
）

楽しく歓談した参加者
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へ
還
元
、
支
部
の
事
業
計
画
へ
の
助
成

金
構
想
な
ど
、
支
部
活
性
化
に
つ
い
て

も
熱
く
語
ら
れ
た
。

次
に
支
部
代
表
に
よ
る
支
部
近
況
報

告
に
移
り
、伊
藤
久
次
郎（
北
九
州
）、加

藤
英
彦（
東
九
州
）、
工
藤
文
昭（
熊
本
）、

末
永
軍
朗（
宮
崎
）、
中
馬
董
人（
福
岡
）

の
各
支
部
長
か
ら
支
部
活
動
の
現
状
が

報
告
さ
れ
た
。

当
日
の
記
念
講
演
は
、
小
西
信
二
氏

（
太
宰
府
市
ふ
れ
あ
い
館
館
長
）に
よ
る

「
宝
満
山
の
国
史
跡
指
定
に
つ
い
て
」。

こ
れ
は
会
場
近
く
に
あ
る
宝
満
山
（
８

２
９
㍍
）が
鳥
海
山
、富
士
山
に
次
い
で

日
本
で
３
番
目
に
山
岳
信
仰
に
基
づ
く

修
験
道
の
山
と
し
て
、
今
秋
、
国
史
跡

指
定
に
内
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
、
小
西
氏
の
40
年
間
に

わ
た
る
宝
満
山
の
古
代
山
岳
寺
院
史
跡

の
発
掘
活
動
へ
の
執
念
が
に
じ
み
出
た

１
時
間
半
だ
っ
た
。

夜
は
、
ホ
テ
ル
に
併
設
さ
れ
た
天
然

か
け
流
し
温
泉「
み
か
さ
の
湯
」に
浸
か

っ
た
あ
と
懇
親
会
が
開
か
れ
、
お
酒
と

料
理
と
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。

29
日
は
記
念
山
行
。
８
時
30
分
に
ホ

テ
ル
を
出
発
し
、「
四
王
寺
山
歴
史
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」「
宝
満
山
登
山
コ

ー
ス
」「
自
由
散
策
コ
ー
ス
」の
３
つ
に

分
か
れ
実
施
。
森
会
長
は
宝
満
山
を
元

気
に
往
復
し
、
麓
に
あ
る
「
山
の
図
書

館
」（
九
州
情
報
セ
ン
タ
ー
）に
も
立
ち

寄
ら
れ
た
。

一
時
小
雨
は
降
っ
た
も
の
の
、
秋
の

一
日
を
歴
史
の
趣
あ
ふ
れ
る
太
宰
府
界

隈
で
堪
能
し
た
集
ま
り
で
あ
っ
た
。

�

（
高
木
荘
輔
）

金
子
民
雄
・
著

『
聖
地
チ
ベ
ッ
ト
の
旅　
　

カ
イ

ラ
ス
・
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
紀
行
』２０１３年９月

連合出版刊
B６判　３１９㌻
定価　２６２５円

著
者
は
本
書
の
ま
え
が
き
で
「
旅
の

思
い
出
を
綴
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」

と
あ
っ
さ
り
扱
っ
て
い
る
が
、
と
ん
で

も
な
い
。

著
者
は
探
検
家
や
調
査
隊
な
ど
が
中

央
ア
ジ
ア
や
チ
ベ
ッ
ト
に
入
り
、
書
き

残
し
た
百
数
十
年
に
わ
た
る
探
検
記
録

や
旅
行
記
、
学
術
調
査
報
告
書
な
ど
に

関
す
る
文
献
や
資
料
に
精
通
し
た
、
日

本
で
も
数
少
な
い
知
見
者
の
一
人
で
あ

る
。
そ
れ
ば
か
り
か
こ
の
分
野
で
自
ら

執
筆
活
動
や
翻
訳
に
勤
し
む
専
門
家
で

も
あ
る
。
従
っ
て
本
書
の
中
で
も
随
所

に
深
い
著
者
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
好
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
著
者
が
文
献
か
ら
知
り
得

た
多
く
の
知
識
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自

ら
踏
査
し
て
行
く
旅
程
の
中
で
見
聞
し

体
験
し
た
事
柄
を
、
昔
と
今
を
重
ね
合

わ
せ
な
が
ら
論
じ
て
い
く
視
点
は
興
味

深
く
読
み
応
え
が
あ
る
。

本
書
の
第
一
章
～
二
章
、
ラ
サ
、
シ

ガ
ツ
ェ
、
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
の
記
述
は
旅
行

記
の
範
疇
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、

チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
た
い

旅
行
者
に
と
っ
て
は
参
考
と
な
る
点
が

多
い
。
変
貌
し
て
い
く
チ
ベ
ッ
ト
の
姿

や
、
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す
る
洞
察
な
ど
深
い

も
の
が
あ
る
。

ヤ
ル
・
ツ
ァ
ン
ポ
を
遡
り
、
そ
の
源

流
域
に
広
が
る
聖
地
に
つ
い
て
半
分
余

の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。

も
と
よ
り
河
口
慧
海
の
足
跡
を
訪
ね
、

聖
地
全
域
を
見
聞
し
な
が
ら
過
去
数
世

紀
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
探
険
家
や
イ
エ

ズ
ス
会
士
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い

図
書
紹
介

盛会だった九州5支部懇親会
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著
者
は
そ
れ
を
、
時
代
背
景
、
執
筆

者
、
反
響
、
遺
産
な
ど
の
面
か
ら
13
章

に
わ
た
っ
て
解
き
明
か
す
。
ど
の
章
も

堅
牢
な
構
成
と
精
緻
な
文
章
に
よ
っ
て

読
み
応
え
が
あ
る
。「
ア
ル
プ
」に
も
っ

と
も
近
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
た
戦
前

の
雑
誌﹃
山
﹄は
３
年
、
実
質
30
号
で
終

刊
と
な
っ
た
。「
形
而
下
的
で
は
な
い
」

世
界
を
内
容
と
し
た
が
、
そ
の
点
で
は

﹃
ア
ル
プ
﹄も
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

３
年
30
号
と
25
年
３
０
０
号
と
命
に
長

短
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。前
者
は「
再

生
す
る
こ
と
を
期
し
て
」終
刊
し
た
が
、

後
者
は
再
生
を
期
す
る
こ
と
は
な
く
、

「
悲
痛
感
な
ど
は
少
し
も
な
く
」「
使
命

を
は
た
し
た
、と
い
う
自
負
」を
持
っ
て

い
た
。
そ
の
相
違
も
ま
た
本
書
の
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
の
本
は
読
む
の
に
時
間
が
か
か
る
。

３
０
０
号
の
中
か
ら
、
そ
の
長
寿
を
支

え
た
文
章
（
そ
の
多
く
が
作
品
の
名
に

値
す
る
）を
選
び
回
顧
し
て
い
る
か
ら
、

読
む
側
は
そ
こ
に
立
ち
戻
っ
て
紹
介
作

を
読
み
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し

た
反
復
作
業
の
結
果
、
こ
の
雑
誌
の
忠

実
な
読
者
で
は
な
か
っ
た
私
は
、
い
く

つ
も
の
宝
を
見
つ
け
た
。
そ
し
て
改
め

て
こ
の
雑
誌
の
独
自
性
を
確
認
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
山
の
文
芸
誌
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
う
い
う
性
格
は
既
存
・

長
生
の
他
の
山
の
雑
誌
が
持
っ
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
持
と
う
と
し
な
い
特
徴

で
あ
る
。第
五
章「『
歴
程
』の
詩
人
」、第

十
章「
紀
行
文
に
お
け
る
虚
と
実
」が
そ

れ
を
明
か
し
て
い
る
。
第
五
章
で
は
、

﹃
ア
ル
プ
﹄の
性
格
を
決
め
た
執
筆
者
群

像
と
そ
の
影
響
の
強
さ
が
わ
か
る
。
第

十
章
も
ま
た
興
味
津
津
。
そ
こ
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
例
（
尾
崎
喜
八
に
よ
る
串

田
孫
一
の
文
章
批
判
ほ
か
）は
、森
鷗
外

の﹃
歴
史
其
儘
と
歴
史
離
れ
﹄、
あ
る
い

は
幸
田
露
伴
の
、
紀
行
・
小
説
で
の
虚

と
実
を
論
じ
た﹃
客
舎
雑
筆
﹄に
も
通
じ

る
問
題
提
起
で
、﹃
ア
ル
プ
﹄は
こ
う
い

う
こ
と
を
材
料
に
し
て
書
け
る
性
格
の

と
い
う
こ
と
が
念
願
で
あ
っ
た
と
著
者

は
記
し
て
い
る
か
ら
、
慧
海
を
は
じ
め

と
す
る
旅
行
者
の
記
録
を
引
用
し
な
が

ら
、
こ
の
地
域
の
紹
介
に
務
め
て
い
る

姿
勢
は
高
く
評
価
し
た
い
。

優
し
く
好
奇
心
に
満
ち
た
著
者
の
目

が
、
至
る
と
こ
ろ
で
発
揮
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
本
書
の
特
徴
と
も
言
え
よ
う
。

川
岸
で
飛
び
跳
ね
車
底
に
付
着
す
る
魚

の
こ
と
な
ど
、
未
だ
秘
境
と
い
え
る
部

分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
に
同
道

し
た
人
た
ち
は
さ
ぞ
楽
し
か
っ
た
で
あ

ろ
う
と
う
ら
や
ま
し
く
思
え
、
私
の
１

９
８
５
年
の
遠
征
を
回
顧
し
な
が
ら
読

み
続
け
た
一
冊
で
あ
っ
た
。

著
者
の
志
す
聖
地
の
紹
介
は
、
今
回

の
旅
の
動
機
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
著
者
の
旅
か

ら
本
書
発
刊
の
16
年
の
間
に
日
本
人
が

行
な
っ
た
ヤ
ル
・
ツ
ァ
ン
ポ
の
2
つ
の

源
流
域
の
完
全
踏
査
、
河
口
慧
海
の
越

え
た
峠
や
白
岩
窟
の
確
定
調
査
、
ナ
ム

ナ
ニ（
グ
ル
ラ
・
マ
ン
ダ
ー
タ
）の
初
登

頂
な
ど
が
著
者
の
綴
る
そ
れ
ぞ
れ
の
箇

所
で
語
ら
れ
て
い
れ
ば
、
申
し
分
の
な

い
西
チ
ベ
ッ
ト
聖
地
へ
の
旅
行
記
と
し

て
更
な
る
輝
き
を
増
す
も
の
と
思
い
期

待
し
て
い
る
。

�

（
平
林
克
敏
）

山
口
耀
久
・
著

『「
ア
ル
プ
」
の
時
代
』

２０１３年10月
山と溪谷社刊
四六判　３５９㌻
定価　３４６５円

﹃
ア
ル
プ
﹄と
い
う
雑
誌
が
あ
っ
た
。そ

の
月
刊
誌（
創
文
社
刊
）は
１
９
５
８
年

創
刊
、
１
９
８
３
年
に
３
０
０
号
で
終

刊
し
た
。
30
年
前
に
な
る
。
25
年
つ
づ

い
た
が
、
存
続
の
期
間
よ
り
終
刊
し
て

か
ら
の
時
間
の
方
が
長
い
の
だ
か
ら
、

い
ま
40
歳
代
以
下
の
世
代
は
そ
の
実
体

を
見
た
こ
と
が
な
い
か
、
そ
の
存
在
を

知
ら
な
い
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

25
年
も
30
年
も
、
半
世
紀
少
し
前
な
ら

ば
、
若
い
世
代
は
生
命
を
奪
わ
れ
て
い

る
一
生
の
年
月
に
な
る
。
そ
う
い
う
時

間
が
た
っ
て
、
そ
の
雑
誌
の
生
涯
を
振

り
返
る
と
い
う
作
業
が
編
集
同
人
の
ひ

と
り
、
山
口
耀
久
氏
に
よ
っ
て
実
現
し

た
。回

顧
は
、
そ
れ
を
す
る
だ
け
の
価
値

の
あ
る
も
の
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

こ
の
雑
誌
が
ど
う
い
う
内
容
で
、
ど
ん

な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
つ
ま

り
回
顧
す
る
に
値
す
る
ど
の
よ
う
な
世

界
を
築
い
て
い
た
の
か
。
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雑
誌
だ
っ
た
と
い
う
、
み
ご
と
な
紹
介

に
な
っ
て
い
る
。

終
刊
３
０
０
号
で
は
大
洞
編
集
長
に

声
を
か
け
ら
れ
て
私
も「
歴
史
の
中
へ
」

と
題
し
て
寄
稿
し
た
が
、
本
書
を
読
み

終
え
て
み
る
と
、
30
年
、
本
当
に
歴
史

の
中
の
も
の
に
な
っ
た
の
だ
な
、
と
い

う
感
慨
が
深
い
。
そ
こ
で
書
い
た
こ
と

の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、﹃
ア
ル
プ
﹄は

歴モ
ニ
ュ
マ
ン
・
イ
ス
ト
リ
ッ
ク

史
的
記
念
建
造
物
に
な
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
歴
史
の
中
に
埋
没
し
た
の
で
は

な
い
。
25
年
、
そ
れ
は﹃
ア
ル
プ
﹄に
よ

っ
て
山
の
世
界
が
爽
や
か
な
雰
囲
気
を

持
て
た
、
山
登
り
に
文
化
の
香
り
の
し

て
い
た
年
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、

﹃
ア
ル
プ
﹄を
否
定
的
に
見
る
向
き
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
見
方
も
、
目

の
片
隅
に
羨
望
の
色
を
隠
せ
な
い
で
い

る
。
本
書
は
、
そ
う
い
う
性
格
の
雑
誌

が
存
在
し
た
と
い
う
歴
史
を
み
ご
と
に

跡
づ
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
実
体

や
存
在
を
知
ら
な
い
世
代
に
も
、
か
つ

て
の
世
界
を
再
確
認
し
た
い
世
代
に
も

最
適
の
書
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
久
方

ぶ
り
に
山
の
本
の
分
野
で
、
読
む
に
値

す
る
文
章
力
を
持
つ
著
作
が
生
ま
れ
た

こ
と
を
喜
び
た
い
。

山
口
氏
は
『
定
本　

北
八
ッ
彷
徨
』

（
平
凡
社
）出
版
後
、
図
書
委
員
会
企
画

の
懇
談
会
で『
彷
徨
』は「（
音
楽
で
い
え

ば
）短
調
だ
が
、
長
調
の
明
る
い
、
ワ
ル

ツ
み
た
い
な
文
章
を
書
き
た
い
」
と
語

っ
て
い
た
（「
山
」
２
０
０
２
年
７
月
・

６
８
６
号
）。
本
書
の
造
本（
本
文
組
体

裁
・
用
紙
・
函
・
表
紙
な
ど
の
装
丁
）は

軽
快
で
爽
や
か
。
内
容
と
雰
囲
気
が
溶

け
あ
っ
て
、
著
者
の
そ
の
言
葉
を
体
現

し
て
い
る（
装
丁
・
小
泉
弘
）。
あ
わ
せ

て
評
価
し
た
い
。�

（
大
森
久
雄
）

茂
市
久
美
子
・
発
行

『
藤
田
弘
基　

追
悼　

星
降
る
彼
方
に
』

B５判　２４１㌻
（カラー48㌻　本文１９３㌻）
非売品

写
真
家
の
藤
田
弘
基
氏
の
追
悼
集
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
中
心
に
し
た
山
岳
写
真
だ

け
で
は
な
く
、
蒸
気
機
関
車
、
チ
ベ
ッ

ト
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
美
術
、
高
山

植
物
、
星
空
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を
追

っ
た
藤
田
氏
の
35
冊
の
著
作
が
紹
介
さ

れ
る
。
さ
ら
に
著
作
に
添
え
ら
れ
た
文

章
、
友
人
の
惜
別
の
辞
、
カ
ラ
ー
グ
ラ

フ
が
続
き
、
在
り
し
日
の
藤
田
さ
ん
の

姿
、
主
要
な
業
績
が
浮
か
び
上
が
る
構

成
に
な
っ
て
い
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
荘
厳
さ
、
神
聖
さ
な
ど

を
求
め
る
写
真
家
が
多
い
な
か
、
藤
田

さ
ん
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ア
ッ
サ

ム
か
ら
ア
フ
ガ
ン
ま
で
続
く
大
山
脈
が

見
せ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
追
求
し

た
作
家
だ
っ
た
。

中
学
時
代
か
ら
登
山
に
夢
中
に
な
り

な
が
ら
も
、最
初
の
作
品
は『
栄
光
の
蒸

気
機
関
車
』（
１
９
７
６
年
刊
）。
機
関

車
の
汽
笛
に
喜
び
や
悲
し
み
を
覚
え
、

鋼
鉄
だ
が
生
き
物
の
よ
う
な
豊
か
な
表

情
を
見
出
し
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高

峰
群
と
そ
こ
に
住
む
人
々
、
文
化
に
も

深
い
関
心
を
寄
せ
た
藤
田
さ
ん
の
、
多

面
的
で
豊
か
な
感
性
が
、
初
め
て
の
本

か
ら
も
う
か
が
え
る
。

ほ
か
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
ヒ
マ
ラ

ヤ
満
天
星
』、『
星
明
か
り
の
秘
境　

カ

ラ
コ
ル
ム
』な
ど
に
は
、星
空
に
浮
か
ぶ

高
峰
群
が
叙
事
詩
の
よ
う
に
美
し
く
表

現
さ
れ
て
い
る
。
偶
然
出
会
っ
た
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
十
四
世
と
の
交
流
か
ら
始
ま

り
、
チ
ベ
ッ
ト
の
秘
宝
を
描
写
し
た
作

品
群
へ
と
続
く
流
れ
も
興
味
深
い
。

著
作
に
関
す
る
文
章
を
時
系
列
で
集

大
成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
弟
子
を
と

ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ
な
か
っ
た

誇
り
高
き
写
真
家
・
藤
田
弘
基
さ
ん
の

人
柄
、
仕
事
へ
の
情
熱
が
伝
わ
っ
て
く

る
。共

著
も
多
い
夫
人
の
童
話
作
家
、
茂

市
久
美
子
さ
ん
が
発
行
。惜
し
ま
れ
、早

過
ぎ
る
死
で
は
あ
っ
た
が
、
愛
す
る
人

に
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
追
悼
集
で
送

ら
れ
る
藤
田
弘
基
さ
ん
は
幸
せ
な
写
真

家
で
あ
る
。

市
販
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
蒸
気
機

関
車
を
愛
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
、
文

化
に
傾
倒
し
た
写
真
家
の
魂
の
軌
跡
は
、

日
本
山
岳
会
の
図
書
室
に
ふ
さ
わ
し
い

本
で
あ
る
。�

（
永
田
秀
樹
）

　

＊
問
合
せ
＝
デ
ナ
リ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

社（
森
田
洋
）電
話
０
３（
５
２
１
３
）８

１
２
５
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（
1
）
１
１
０
周
年
記
念
事
業（
佐
藤
） 

（
2
） 

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ（
森
） 

（
3
） 

会
員
増
強
・
財
政
基
盤
検
討
Ｐ

Ｔ（
黒
川
） 

（
4
） 

ル
ー
ム
検
討
Ｗ
Ｇ（
高
原
） 

（
5
） 

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ（
森
） 

２
・
財
務
関
係
の
報
告（
吉
川
） 

（
1
） 

家
族
登
山
普
及
Ｗ
Ｇ 

（
2
） 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
関
係 

（
3
） 

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
会
計 

（
4
） 

中
間
の
内
部
監
査
の
実
施（
12
月

13
日
予
定
） 

（
5
） 

平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
予
算 

３
・「
当
会
へ
の
寄
付
の
税
制
優
遇
措

置
」に
つ
い
て（
吉
川
）

内
閣
府
か
ら
10
月
15
日
付
で
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
通
知
が
あ

っ
た
。 

４
・
日
本
山
岳
協
会
と
、
今
後
の
連
絡

協
議
に
関
し
て（
高
原
）

11
月
19
日
に
打
合
せ
を
行
な
う
。 

５
・
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て（
高
原
）

新
入
会
員
26
名
が
参
加
し
、
10
月
26

日
開
催
さ
れ
た
。

６
・
青
森
支
部
創
立
20
周
年
記
念
式
典

に
つ
い
て（
高
原
）

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
が
、
10
月

12
～
13
日
に
む
つ
市
で
開
催
さ
れ 

、約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。 

７
・
第
29
回
全
国
支
部
懇
談
会
に
つ
い

て（
佐
藤
）

10
月
20
～
21
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。 

８
・「
沢
登
り
同
好
会
」を
同
好
会
に
登

録（
代
表
者
直
江
俊
弐
）し
た
。（
高
原
） 

９
・
パ
ソ
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
１
台

の
購
入
を
決
め
た（
高
原
） 

10
・
日
本
山
書
の
会
か
ら『
山
岳
』掲
載

画
の
コ
ピ
ー
転
載
許
可
願
い
が
あ
り
承

諾
し
た（
高
原
） 

11
・
長
野
県
遭
難
防
止
対
策
協
会
か
ら

「
山
岳
遭
難
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」設
置

の
通
知
が
あ
っ
た（
高
原
） 

12
・
日
本
山
岳
会
山
岳
保
険
に
つ
い
て

（
吉
川
）

会
報﹃
山
﹄の
広
告
面
を
拡
大
す
る
な

ど
広
報
を
強
化
す
る
。

13
・
海
外
登
山
基
金
に
よ
る
助
成
を
受

け
た
慶
応
大
学
の
中
国
四
川
省
横
断
山

脈
登
攀
隊
が
4
つ
の
未
踏
峰
に
初
登
頂

し
た（
吉
川
） 

14
・
２
０
１
３
・
２
０
１
４
年
役
員
・

委
員
会
名
簿
を
発
刊
し
た（
高
原
） 

15
・
平
成
25
年
度
の
新
永
年
会
員
は
46

名
と
な
る（
高
原
） 

16
・
学
生
部
主
催
の
第
50
回
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
つ
い
て（
古
野
） 

11
月
９
日
に
皇
居
周
辺
で
開
催
さ
れ
、

約
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。 

平
成
25
年
度
第
７
回（
11
月
度
）理
事
会

議
事
録 

日
時　

平
成
25
年
11
月
13
日
㈬
19
時
～

21
時

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室 

【
出
席
者
】
森
会
長
、
黒
川
・
古
野
各
副

会
長
、
高
原
・
吉
川
・
佐
藤
各

常
務
理
事
、
大
槻
・
落
合
・
勝

山
・ 

川
瀬
・
直
江
・
野
口
・
山

田
各
理
事
、
浜
崎
・
吉
永
各
監

事 

【
欠
席
者
】
節
田
副
会
長
・
山
賀
理
事 

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
柏
編
集
人 

【
審
議
事
項
】 

１
・
平
成
25
年
度
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

推
薦
に
つ
い
て（
黒
川
） 

10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
審
査
委
員
会
で
２
件（
３
名
）

が
推
薦
さ
れ
た
。�

（
承
認
）

・
立
山
連
峰
に
お
け
る
越
年
性
雪
渓
研

究
及
び
日
本
初
の
現
存
氷
河
の
発
見 

飯
田
肇
（
当
会
会
員
）・
福
井
幸
太
郎

（
非
会
員
） 

・
日
本
人
初
８
０
０
０
㍍
峰
14
座
完
全

登
頂　

竹
内
洋
岳（
元
会
員
） 

２
・
旅
費
等
の
寄
付
に
関
す
る
取
扱
い

に
つ
い
て（
吉
川
） 

日
本
山
岳
会
会
員
が
会
の
事
業
の
た

め
個
人
が
負
担
し
て
支
出
す
る
旅
費
等

を
会
へ
の
寄
付
金
と
す
る
場
合
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
定
め
た（「
会
員
か
ら
の

旅
費
等
の
寄
付
に
関
す
る
要
領
」）。

�

（
承
認
） 

３
・
入
会
希
望
者
に
つ
い
て（
高
原
）

14
名
の
入
会
希
望
者
が
あ
っ
た
。

 �
（
承
認
） 

【
協
議
事
項
】 

１
・
上
高
地
山
研
水
対
策
に
つ
い
て

（
大
槻
） 

水
道
導
入
に
伴
う
上
高
地
右
岸
水
道

組
合
、
工
事
業
者
、
関
係
省
庁
と
の
打

合
せ
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

【
報
告
事
項
】 

１
・
各
Ｐ
Ｔ
・
Ｗ
Ｇ
か
ら
、
現
在
ま
で

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告 

会

務

報

告
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11
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会　

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

12
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

13
日　

理
事
会
休
山
会
山
想
倶
楽
部

14
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

み
ち
の

り
山
の
会　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

15
日　

総
務
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

16
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

18
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

集
会
委
員
会

19
日　

00
会　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ　

ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

20
日　

三
水
会　

青
年
部　

つ
く
も
会

21
日　

山
の
自
然
学
研
究
会　

科
学
委

員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

22
日　

家
族
登
山
普
及
Ｗ
Ｇ

25
日　

総
務
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ　

遭
難
対
策
委
員
会

26
日　

Ｄ
Ｍ
委
員
会

27
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

28
日　

総
務
委
員
会　

学
生
部　

山
遊

会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

公
益

法
人
運
営
委
員
会

29
日　

総
務
委
員
会　

１
１
０
周
年
記

念
事
業
実
行
員
会

30
日　

総
務
委
員
会

�

11
月
来
室
者　

552
名

会
員
異
動（
11
月
分
）

物
故

阿
部
和
行�

（
４
４
９
８
）13
・
11
・
11

守
山
進
太
郎�（
５
３
３
１
）13
・
10
・
19

湯
口
康
雄�

（
６
５
２
３
）13
・
11
・
26

高
並　

勉�

（
７
６
３
２
）13
・
11
・
12

一
山　

了�

（
８
３
９
７
）13
・
11
・
6

梁
取
静
吾�

（
８
５
９
２
）13
・
11
・
27

袴
田
通
孝�（
１
０
５
１
２
）13
・
11
・
20

退
会

田
沼
健
司　
（
７
４
９
６
）�

埼
玉　
　

斉
藤
冬
喜　
（
９
１
４
５
）　

荒
井
光
夫　
（
１
２
０
０
８
）

小
原
勝
三　
（
１
２
４
０
１
）

木
曽
萬
喜
治（
１
４
３
０
８
）�

熊
本　

福
田
幸
子　
（
１
４
５
３
４
）

17
・
第
17
回
全
国
山
岳
博
物
館
連
絡
会

議
に
つ
い
て（
勝
山
）

11
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

７
博
物
館
が
参
加
し
た
。 

18
・﹃
山
﹄11
月
号
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た（
柏
）

【
今
後
の
予
定
】 

１
・
年
次
晩
餐
会
12
月
７
日
㈯ 

２
・
支
部
長
会
議
12
月
７
日
㈯
10
時
30

分
～ 

３
・
日
本
山
岳
文
化
学
会
11
月
16
日
㈯

～
17
日
㈰ 

４
・
植
村
冒
険
館
展
示
「
冒
険
家
の
押

入
れ
」10
月
25
日
㈮
～
１
月
19
日
㈰ 

５
・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
２
０
１
３
年

華
甲
望
年
会 

12
月
14
日
㈯
18
時
～ 

６
・
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
望
年
会
12

月
７
日
㈯
18
時
～ 

11月11月

1
日　

総
務
委
員
会

5
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

6
日　

常
務
理
事
会 

集
会
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

山
の
自
然
学
研
究
会

7
日　

家
族
登
山
普
及
Ｗ
Ｇ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

8
日　

総
務
委
員
会　

海
外
委
員
会　

九
五
会

9
日　

全
国
山
岳
博
物
館
等
連
絡
会
議

平成25年度（後期）
「海外登山基金助成対象登山隊」募集
困難を求めての挑戦、発想の新しさ、夢多

い計画など、ユニークな登山計画を支援します。
奮ってご応募ください。
◦対象　�平成26年2月～平成26年7月末に‥

海外の山へ出発する登山隊
◦申込締切　平成25年12月31日
その他詳細は、http://jac.or.jp/event/post-
778.html 

海外登山基金助成対象登山隊審査委員会
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❖
編
集
後
記
❖

◦
先
日
、
会
報
編
集
員
会
を
開
い
た
と

こ
ろ
、
10
人
全
委
員
の
出
席
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
長
い
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

積
み
重
ね
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
魅

力
と
、
若
手
会
員
た
ち
が
吹
き
込
む
新

し
い
風
を
い
か
に
融
合
さ
せ
る
か
。
そ

れ
は
紙
面
展
開
だ
け
で
な
く
、
会
全
体

の
課
題
で
も
あ
る
。
あ
る
委
員
は
、「
も

っ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
書
い
て
も
よ
い
の

で
は
」と
。会
報
作
り
に
も
い
ろ
い
ろ
な

方
向
性
と
多
様
な
手
段
が
あ
り
そ
う
だ
。

◦
今
月
号
は
、
私
が
晩
餐
会
後
か
ら
ネ

パ
ー
ル
出
張
に
出
て
い
る
た
め
、
ほ
か

の
委
員
、
担
当
理
事
が
編
集
と
校
了
の

作
業
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
来
年
は
、

編
集
委
員
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
一
層
積
極
的
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
会
報
作
り

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
い
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。�

（
柏
澄
子
）
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00481～00500
堀田弥一の遺品
書簡、ネガフィルム
立教山友会
2011年4月

前号に引き続き堀田弥一より寄贈された資料より、日記の一部とオリジナル写真を紹介する。

サマ部落での日記「4月6日　…早朝より沢山のチベット人が集まってきた。……昨晩傳令に来た使者
……途中ローにて投石その他の迫害を受けた由、一刻も早く安全地帯へ引き上げるべき……4時頃、村
山君が来て一切が明白になった。サマに入ることは出来ない……シャールコーラの奥に住むスーパー
への連絡を至急とることになった」。「4月14日　スーパーを中心にサマ側と遠征隊側が会談することに
なった。サマ側はどうしても譲らず……協議の結果、ガネッシュ・ヒマールに行くことに決定した。サ
マ側が拒否する理由は……」と詳細が続く。そして新たな目標の山を目指すも第2のサマ事件が発生しそ
うになったこと、ガネッシュへの挑戦から撤退にいたるまでが記されている。
堀田は帰国に際し、遠征が失敗に終わったことで一敗塗地になるのではと苦しんでいたようだ。それ
は、妻に宛てた手紙から察することができる。

マナスル遠征で撮影したオリジナルネガ（60ミリ×45ミリ）256枚も寄贈されている。カルカッタ、カ
トマンズ、ニヤック、ナムル、サルティコーラ、ベースキャンプ、ドマンなどで撮影したもので、当時
を知るうえで、歴史的に価値あるものであろう。①～②の写真はキャラバンの様子、③はスリンギ・ヒ
マール。

この時代の遠征隊は国を挙げての大プロジェクトであった。それぞれがそれぞれの立場で、大きな役
割・期待・プレッシャーを背負いながら山と向き合っていた。そして、その時代があって今があるとい
うことを、これらの資料が教えてくれる。

なお、日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→資料映像委員会→所蔵資料紹介のペー
ジへアクセスすると、「会報ページそのもの」を拡大して見ることができます。活用ください。また、公開資料に関す
る情報・ご意見・ご教示など、次までお寄せください。 jacshiryo102@jac.or.jp� （資料映像委員会）

①休憩する隊に集まる村人 ②ナムルからサルティコーラへ ③ガネッシュのBCより望むスリンギ・ヒマール

堀田の日記




